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白石さん、それ、口説いてます？




～オフィスの恋のはかりごと～









［著者］朝陽ゆりね

［イラスト］山田パン
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　軽く化粧直しをしてからゴムでくくっていた髪をほどく。それからシャワールームを出た。

　ベッドのヘッドボードに凭れかかってスマホを見ているカレシはしっかり服を着ている。私がシャワールームから出てきたら、早々ラブホここをあとにしようという腹なのだろう。

　カレシこと森下もりした俊夫としおは大学の同僚で、三年つきあっている。うぅん、たぶん正確にはもう一年くらい長い。ゼミで知り合った彼とは普通に一緒に行動し、互いにコクったわけでもないのにいつの間にか体の関係になっていたのだけど、卒業間際になって、社会人になったら意識して時間を合わせないとなかなか会えなくなるよねってことで、交際を確認することとなった。だから意志確認していない約一年プラス意志確認した三年、ということになる気がするけど、でも、三年だろうが四年だろうがどっちでもいい。今、私たちの関係は破綻していると思っているから。

「可南子かなこ、出たか。行くぞ」

「……うん」

　破綻を意識したのはあるネット記事を読んでからだ。ラブホで女がシャワーを浴び終えてシャワールームから出てきた時、男が服を着ていてホテルを出る準備を整えていたら終わりだってのを。

　まさしく、今の状況だよね。

　それから細かく観察していたら、メッセとか会話とかなどでは、会社なんかの愚痴や自分の手柄の話ばかりで、私のことについて尋ねてくることがなくなっている。自分のフラストレーションを解消することしかなくて、私はそんな存在なのだろう。愚痴は言う相手を選ばないと、大変なことになったりするから。

　世間のイベントデーも仕事だのなんだのと断ってくることが増えた。デートらしいデートはなくて、会えばちょっとドライブがてら遠めのラブホに行き、そこで欲望を解消して、そのまま帰るとか、どうしても空腹なら駐車場のある店かファミレスに入って軽く食べて終わるか。

　食事代は交代でゴチる感じ。この前オレが奢ったから今日はお前な、みたいな。私は別に奢られたい人ではないから気にはしていない。互いに働いて収入を得ている以上、男女関係なく出し合えばいい。割り勘でも腹は立たない――のだけど、もともとゴチってくれていた人が、いつの間にかゴチらなくなったというのは問題だ。おそらくだが、ほかにコストのかかることができたのだろうと思う。

　もちろん、察している。私以外の女がいるだろうことを。だけど気づかないフリをしている。ここを追及して藪蛇になりたくないからだ。我ながら情けないけど、浮気を指摘すれば〝雨降って地固まる〟にはならず、完全な終焉が来るだろうと思っているから。

　そんな状況だから、もうカレカノ関係ではなく、セフレなんだと思っている。まぁ、ラブホ代だけは出すので、私への男の矜持はまだ持っているのかもしれない。

　とはいえ……連なるテールランプをぼんやり眺めながらこんなことを考えていると、なんだかバカらしくなってきた。

　ホント、もう終わってるよ、この関係。

　自分が情けない。イヤになる。

　見慣れた景色が視界に入り、そろそろ私が住んでいるマンションが近いことを教えてくれる。

「あ、俊夫、ここでいいわ」

「へ？」

「コンビニ寄ってこうと思ってるの。ここあたりでいい」

「そ」

　俊夫はハザードランプを点滅させて車を左に寄せた。その間に私はシートベルトを外してカバンを肩にかけてスタンばる。

　車が止まると同時に扉を開けた。

「送ってくれてありがと」

「ああ」

　礼を言って閉じると、車はすぐに動き出した。

　ああ、だって。

　余韻もなにもない、極めてあっさりした別れだ。気をつけて帰れよ、とか、おやすみ、またな、とかもなく、ただ、ああ、だけだもんね。私たちの関係、如実すぎる。

「さてと」

　コンビニに寄るなんて嘘だ。ここからだとどこに行けばコンビニがあるのかさえ知らない。最寄り駅の前にコンビニはあるものの、ここからでは方向が違う。

　マンションまでたぶん、二キロとかだと思うんだけどね。今は季節もいいし、秋の心地いい夜風にあたりつつ散歩がてら歩きたい心境だったから。

「ホント、気持ちいい」

　言葉が口を突いて出た。

　カレシとデートして、どうしてこんな空しい感情を持て余しているのだろう、私。

　いっそ、素敵な男性と知り合って、新たな恋が芽生えたらいいのに。そしたらさっさと別れを告げるのに。

　ようやくマンションにたどり着き、見上げた。

　去年、ここを借りる時も本当は俊夫と一緒に暮らしたくて、二人で住めるマンションを探したんだけど、なんだか乗り気じゃなかったからやめて一人暮らし用にしたのだけど……今から思えば、あの時に気づくべきだったのかもしれない。もうカノジョのポジションから落ちていることを。

　扉を開けて玄関に入ると、１ＤＫの部屋を見回してから靴を脱いだ。

　それから化粧を落とし、ベッドにダイブする。

　お風呂は明日にしよう。空しくて動く気がしないから。

　枕元に置いている白クマの抱き枕をぎゅっと抱きしめ、また考える。

　セックスのためだけのデート。うぅん、デートと呼ぶのもおこがましいか。

　俊夫が浮気して、別の女性と交際してるっぽい感触を抱いているくせに、ほぼ確実だと思っているくせに、じゃあ別れましょう、と言えないから自分が情けない。

　私のもとに戻ってきてくれるかもしれない、と考えているわけではない。決定打を放って別れ、一人寂しくなるのがイヤなだけ。たとえ破綻していようが、浮気されていようが、カレシがいる、という立場をキープしたいだけ――という本心に、ちゃんと気づいている。

　それから……

　あぁそうだな、別れよう――って言われたくないってこともあるかな。

















第一章　見栄とハプニング












「山崎やまざきさん」

「はーい。あ、曽我そが課長、おかえりなさい」

　二週間アメリカに出張していた曽我課長を確認して思わず言葉が出た。私の反応に課長はにこりと笑って「ただいま」と応じ、手に持っている箱を机の上に置いた。

「これ、お土産。申し訳ないけど配ってもらえるかな」

「ありがとうございます、ご馳走になります」

　課長は「いやいや。よろしくね」と言って自席に戻っていった。その最中、みんなから「おかえりなさい」とか「出張どうでしたか？」とか聞かれている。

　人当たりのいい人だから、みんなに慕われている。不在だった二週間、けっこうフロア内が静かだったから、にぎやかさが戻ってきて、なんとなくほっとするのは私だけじゃないはず。

　時計を見れば、始業十五分前。充分時間があると判断し、お土産を配ることにした。

　中身は包み紙がアメリカの国旗になったチョコレートボンボン。すごくわかりやすいお土産だなって感じだ。

　数がけっこうあるので、人数で割って、一人三つずつくらいかな。

　この時間なのでもう全員席についている。曽我課長のお土産です～と軽い口調で声をかけつつ、机の上に置いてゆく。

　私と同じ感想をいだく人が多く、「アメリカってわかりやすぅ～」とか「まんまだね」とか言ってる声が聞こえてくる。

「わざわざすみません、ありがとうございます」

　そんな中で、私に向けて丁寧に礼を言ってくれたのは、このシステム部に常駐している委託会社のスタッフ、白石しらいしさん。システム開発会社の人で、導入した新システムが問題なく稼働し、我々が使いこなせるようになるまでサポートしてくれる。

　我が社はキッチン用品を中心とした日用品メーカーで、販売代理店との受注データを管理するシステムを刷新することになった。それを託されたのが白石さんの会社で、彼はそこのエンジニアなのだ。

　それでもって、これがまたイケメンなのよね。鼻筋が通っていて細面。シャープな感じで颯爽としている。スーツではなくカジュアル・ビジネスってやつ？　ノーネクタイで襟元や袖口、色合いなんかもしゃれたデザインのシャツがすごく似合っている。椅子の背凭れにかけているジャケットも優しい生成り色をしていてシックだけどファッショナブルだ。体型もスリムで、モデルでも迷い込んでる？　って感じなものだから社内でも女性スタッフに大人気。なのだけど、既婚者なのよね。

「どういたしまして」

　にっこりスマイルで対応し、立ち去ろうとしたものの、彼がさらに話を続けようとしていることに気づいて足を止めた。

「ウチの会社じゃ休憩部屋にまとめて置いていて、各自が取りにいくんだけど、配ってくれるってすごいなぁ」

「古い体質ってことでしょ。白石さんの会社はＩＴ会社だけあって進んでいるんですね。そっちのほうが羨ましいですけど」

「まぁ、そう言われたらそうですね。こういうの、女性に負担でしょうから。ありがたくいただきます」

「買ってきてくれたの曽我課長なんで私に礼を言ってもらってもなにも出ませんよ」

　おどけて言ったら白石さんが軽快に笑った。

「わかってますよ」

　白石さんは屈託なくそう言ってさっそく一つを手にし、包み紙からチョコレートを取り出して口に入れた。

　もう食べるの？　というツッコミは入れないでおく。

　自分の席に戻ると、隣に座っている本間ほんまさんが小声で話しかけてきた。

　彼女は私とは二歳差で、今年の新入社員だ。まだ学生気分が抜け切れていない部分もあるけれど、元気で溌溂としている上に素直で一生懸命で、好感度が高い。とはいえ、年も近いし席も隣で仕事を教える立場の私としては、恋愛ネタ大好きな彼女の相手は少々お腹いっぱいって感じなんだけど。

「白石さんとなにを話していたんですか？」

　ほら、きた。白石さんファンの彼女だからしっかりチェックしていると思った。

「なにって、お土産のことだけど」

「それだけですか？」

「当然じゃない。ほかになにを話すのよ、お土産片手に」

　本間さんは「まぁ」と言って笑う。言いたいことはわからないでもないけど。

「いいなーと思って。白石さんってすごく人当たりいいけど、仕事以外のことはあんまり話さないでしょ」

「当然よ。取引先の会社なんだから遠慮もしているだろうし、失礼があってはいけないと思っているだろうし」

「それはわかってますけど、でも仕事できるしかっこいいし、私、憧れているんです」

　知ってる。それにその意見には同意。

「白石さんって、結婚してるのよ？」

「そんなの知ってますよぉ。でも普通に羨望するだけなら未婚も既婚も関係ないと思いません？　目と心の保養」

「そんなもん？」

「そんなもんです」

　真面目な顔してキッパリ言い切る本間さんに微笑み返して仕事を開始すると、「山崎さんはカレシいるから眼中にないかもしれないけど」なんて言っているのが聞こえてきた。だけど、無視無視。

　白石さんはなんというか、ムードのある人なのよね。顔も確かに整っていてイケメン種族なんだけど、それ以上に質問しやすい優しい雰囲気を醸し出している。エンドユーザーである私たちが早く新システムに慣れて使いこなせるよう、気を配ってくれているのだろう。

　いつでも質問ウェルカムな感じだから時々無関係なことを聞きにいっている女子もいるけど、そんな人にも対応がいい。とても上手に話をコントロールして終わらせている。そんな優しさと紳士的な態度に女子スタッフたちが憧れをいだくのも無理はないと思う。

　でも、そう、既婚者なのよ。左の薬指には燦然と輝くマリッジリングがある。イイ男がそうそう落ちてるわけがないのよ。

　なんてね。良くも悪くも相性だと思う。でもその相性には消費期限があるということを今の私は痛感している。

　私と俊夫はもう消費期限を過ぎてしまっているのだ。だから昨日のような虚しい気持ちになるのだろう。

　大学で知り合った時は片時も離れたくない、とかなんとか互いに言い合ったというのに。社会人一年目も会えない時間は多かったけど、電話とメッセを駆使して、できる限り一緒にいられない時間を埋め合わせたものだった。

　だけど……だんだんそれが〝忙しい〟を理由に億劫になってきたのが事実。私がそうなのだから俊夫だってきっと同じだろう。消費期限を迎えてしまったのは私が努力を怠ったからかもしれない。でも、現状にも怒る気力が湧かないというか、もういいや、って考えている時点でお互い様であり、自分の怠慢を都合よく棚上げしておいて、俊夫に連絡が滞っているだなんて文句はとても言えないと思う。あとは思い切ってゴミ箱に捨てるだけなのに、それができないでいる。

　俊夫はきっと性欲解消に都合がいいのだろう。頑張って機嫌を取る必要もなければ、サービスをすることもないのだから。

　……それでいいのか、私よ。

　うぅん、いいことないってのはわかってる。だけど……一人になりたくないって思ってしまう。たとえセフレレベルに落ちてしまっても、プライベートで会う人がいる、という今をキープしていたい。

　そんなことを頭の端で考えつつ仕事をしていると、あっという間にお昼になった。

　会社が入っているこのビルは複合施設なので、最上階と下の階にはたくさんの店がある。我々テナントのスタッフには社員割引があって、社員証をリーダーにかざせば適応されるからありがたい。

　とはいえ、あまり利用しないのが実情。理由は簡単で、混んでいるから。割引はしてくれるけど、順番で優遇されるわけではないし、ランチタイムはお高いお店以外は予約ができないから、行ったはいいが時間がなくて戻れない、という事態を招きかねない。

　なのでコンビニやテイクアウトＯＫのお店で食べ物を買って、会社内の会議室で食べるってのがスタンダードだ。

　一時、食べ物の臭いが午後の会議に支障をきたすとかってＮＧになりかけたのだけど、総務課が空気清浄機を導入してくれて事なきを得た、という経緯もある。総務課長がお弁当を持参する人もいるし、忙しくて移動を嫌がる人もいるので、会議室の利用は必須だと掛け合ってくれたからだ。

　そんな感じで我が社のスタッフは男女問わず、会議室で気兼ねなくランチをとる者で賑わっていた。

「昨日いとこの結婚式だったんですよ。今どき珍しい派手婚でビックリしました」

　そう話し始めたのは本間さんだ。

「へぇ、どんなふうに派手だったの？」

　こっちは同じ課の鎌田かまたさん。彼女は私の同期だけど、転職なので年は一つ上。

「ドライアイスですよ、ドライアイス。足元がモクモクして、スポットライトを浴びた二人が暗い中に現れるんです。ビジュアルだけならドラマの主人公なんですが、なんたって一般人のいとことそのカレシだから、残念感ハンパなくて」

「ひどいよ、それ。いいじゃない、結婚式よ？　一生に一度なんだから許してあげて」

「鎌田さん～私のいとこの話だから」

　さっきキラキラのまなざしで白石さんを褒めちぎっていた本間さん、朝から恋愛テンション高いと思っていたら、親戚の結婚式に出席して、感度がいつも以上に上がっていたからなのね。納得。

「しかもミラーボールで会場内がキラキラ光って」

「ミラーボール！　やだぁ～懐かしのなんとかって番組なんかで見る昔のディスコみたい～」

　鎌田さんがケラケラ笑いながらツッコミを入れている。

「でしょ。もうビックリですよ。お色直しも三回あったから、ずいぶん長い披露宴で、我がいとこのこととはいえ、疲れちゃいましたよ」

「三回!?　多くない？」

「多いですよっ。普通は一回か二回ですよ」

「どういうお色直しだったの？」

　本間さんは、「それがですね」と言いつつ身を乗り出した。

「最初に色打掛で登場して、次にウエディングドレス、その次に民族衣装でした」

　民族衣装!?　それは初耳！

「スイスの民族衣装だったんですよ」

「スイスってすごいっ。どう思う？　山崎さん」

「そうよね、民族衣装って聞かないよね。なにか思い入れでもあるの？」

「大学時代に旅行した時からスイスにはまっちゃって、それから何度も行ってるんですよ。だからどうしてもスイスの民族衣装を着たかったそうで、自分で買って用意したみたいです。で、最後はカクテルドレスでした」

「だったら民族衣装で通せばいいのに」

　鎌田さんの意見に同意だ。せっかく買ったのなら、わずかな時間だけってもったいないと思うけど。

「全部着たかったみたい」

「せっかくの結婚式だから？　わー、それもすごいや。でもまぁ、その気持ちもわかる気もするけど」

「そうですか？　私はウエディングドレスだけでいいなぁ。渾身の一着でずっと会場にいたいです。山崎さんはどうです？」

「私？　私は一般的なのでいいけど。ウエディングドレスとカクテルドレスかな～。でも考えたことないなぁ」

　そう答えたら本間さんが目を丸くした。

「私や鎌田さんはカレシいないけど、山崎さんはいるでしょ？　結婚式とか披露宴とか、考えたりしないんですか？」

　横で鎌田さんが「カレシいないって言うな」ってツッコミを入れている。私のほうは形式上いるとはいえ、中身は破綻している状態なので、本間さんの質問は痛いに尽きる。

「うーん、どうだろう。まだ結婚なんて考えてないし」

「山崎さん、私と二つ違いだから二十五ですもんね。けどいいなぁ～、私もカレシ欲しい～、ねぇ、鎌田さんも思うでしょ？」

「だーかーらーー、そこで私の名前出さないの」

　二人のやり取りも痛い。けど、言えない。スパッと別れたならまだしも、こんな中途半端な関係、人には絶対言えない。

「昨日とか、どっか行ってきたんですか？」

　昨日……

「まぁ、うん、季節もいいし、ドライブに」

「あーーー、ドライブ！　いいなぁ～」

　ラブホ直行のドライブだけど、ウソはついてないもんね、うん。ウソはついてない。

「ねぇ、鎌田さん、カレシいない者同士、婚活パーティーに行きません？」

「人の話聞いてる？　カレシいないって言うなってば。でも婚活パーティーはいいわね」

「でしょーでしょー！　ぜひ行きましょう。あとで調べて連絡します」

「うんうん、よろしく」

　その婚活パーティー、私も参加したいかも。

　でも、うまくいってる風を装っているから、私も誘って、とは言えないな。

　妙な虚勢なんか張らずに、素直にうまくいってないから私も新たな恋を求めてコンパとか行きたいって言ったほうがいいのかもしれない。悩む。

「そう言えば」

　と、鎌田さんが話を始める。

「西田にしださん、今、一週間休みを取って海外旅行中でしょ」

　西田さんとは隣の課のスタッフだ。

「みたいですね」

「一緒に行ってる人って、カレシらしいわよ」

「ホントですか？」

「彼女、隠してるけど、マーケの高杉たかすぎさんと付き合ってるでしょ。高杉さんも一週間有休取っているんですって」

「高杉さんも海外旅行って言ってるの？」

　と私が尋ねると、鎌田さんは首を横に振った。

「それはもちろんそんなこと言ってないわよ。でもバレバレだったそうよ。デート旅行、いいなぁ～、羨ましい」

　ホント、羨ましい。だけど、これまたさっきと同様で、カレシがいるという立ち位置上、口にできないのがつらい。というか、誰にも愚痴れないのがつらい。

　私もかつては俊夫と旅行とか行ったのに……って、いつ以来行ってない？　一年くらい？　あぁ、思い出せない。思い出せないくらい長いことこんな関係に落ちぶれているってことよね。同棲を計画してかわされちゃったんだから。

　そう考えるとぞっとなった。なったけど、じゃあ自分から別れるって言う？　って自問自答すれば、答えはＮＯだ。たとえセフレに成り下がった関係でも、会う人がいなくなるよりマシだと思ってしまう。ほかに素敵な出会いがない限り……

「それも無理な話か」

　思わずポロリと声に出してしまった。

「なにが無理な話なの？」

「え？　あ、海外旅行」

「それはそうよね。男性が一週間ぶっちぎり休むって、金融とかじゃないと難しそう」

「そうなの？」

　思わず聞いたら、鎌田さんが、うんうん、ってうなずいた。

「銀行とかさ、ほとんど強制的に一週間とか有休取らせるのよ。その間に悪さしてないか調べるって話も聞くけど、まぁ、それはどこまでホントかわかんないけど。兄とかそれで海外とか行ってるわよ」

「へぇ、初めて聞いた」

「最近は休みやすくなったって聞きますけどねぇ」

　本間さんが続けて言う。

　三人で、あぁだこうだと言い合っている間に、ランチタイム終了一〇分前になっていた。

　慌てて立ち上がり、トイレに駆け込んで歯磨きを終わらせ席に向かう。

　それにしても……と、パソコンの画面を眺めつつ思う。

　何度も同じことを繰り返すけど、恋愛話をしていると、つくづく私たちって完全なセフレ関係なのだと思う。忙しくて自分もあんまりモチベーション高くないけどね。

　自分に向けて苦笑してしまう。いや、自嘲かな。

　……はあ。










　今週も無事終了。特段、なにかが起きるわけでもなく、いつもと変わらない週末の金曜日だ。

　キリのいいところまでやってしまおうと思ったら、一時間半ほどが過ぎていた。

　昨今の『働き方改革』は社内でも話題になっているものの、人が増えない以上、今いるスタッフでこなさなければならない。でも中堅企業の我が社では、そう簡単に人を増やすことはできないし、大きな声では言えないけど、残業しないと苦しい人もけっこういるから、残業手当をきちんと出してくれたら今の労働量でもいいと思っている人がけっこういる。

　上の人はそういうのも含めて協議していると聞くけど、さて、どうなっていくんだろう。下々の私にはわからないものの、少なくても残業代はちゃんと出るし、有休はもちろん育休や産休も取りやすい環境なので不満などいだいていない。なにより人間関係がいいのでありがたいくらいだ。

　帰り支度をして席を立とうとした時、後方から私の名前を呼ぶ声がした。

　なんだろう、残業だったらヤだなぁ。

　振り返ったら主任の斎藤さいとうさんだった。

「山崎さん、これから予定あるかな？」

　ギクぅ！　やっぱり残業!?

　予定あるんで、すみません――って言えたらいいんだけど、チキンなので言えないっ。

「いえ、ないですよ。なにかトラブルでも？」

「違う違う。これから俺ら、飲みにいくんだ。山崎さんも一緒にどう？」

　飲みに？　行く行く！

「お誘いありがとうございます。ぜひ！」

「七時に『アベル』で予約してるから」

「はーい、了解です」

　ラッキー。

『アベル』とはこのビルの斜め向かいにあるイタリアン系の居酒屋で、我が社のスタッフ御用達となっている。けっこうオオバコだし、品ぞろえも豊富。特にドリンクがいい。ワインメインなのだけど、お店が漬けているフルーツ酒の種類が多いし、とてもフレッシュで人気だ。特に私は桃レモン酒がお気に入り。

　最近少々陰鬱な気分が続いていたから、このお誘いは大歓迎だ。

　トイレに行って化粧直しをしてから『アベル』に向かった。

「山崎さーん」

　本間さんが手を振っている。八人で利用できるようにテーブルをくっつけている一角に本間さんが座っているのでそこに向かった。

「お疲れ様です」

「お疲れ様」

　本間さんの挨拶に応えつつ、誰が参加しているのか視線を向けて、止まった。

「わ、白石さんがいる。珍しいですね」

「斎藤さんが来いって言うから」

「俺のせいかよ」

　白石さんがニヤッと笑う。そんな表情や、腕をテーブルについて斜に構えている姿もなんだかいつもと違う印象だけど、似合っていてかっこいい。

　彼はいつも「自分は他社の者だから」と言って酒席なんかにはほとんど参加しない。最初は遠慮か馴染めないからかなぁとか思ったけど、曽我課長から違うと教えてもらった。

　アルコールが入ったらみんな気が緩む。その時、他社の者に聞かれたらマズかろうこともついぽろっとこぼしてしまう場合もあるだろう。それは自然なことだけれど、白石さんの立場としては聞くのはよろしくないと考えているらしかった。しかもそれが歓送迎会や新年会忘年会のような会社行事的のものならなおさら、ということだそうで、請負会社としてのラインをわきまえている、というものだった。

　とはいえ、いろいろな意味で狎れ合いたくないのだろう、とも曽我課長は言っていたけど。

　だからこの席に白石さんがいることに少々真剣に驚いた。思うに、普段から「白石さんも遠慮せずに来ればいいのにな」って斎藤さんは言っていたから、仕事を終えた者同士で個人的に集まって食事するくらいいいじゃないか、とかなんとか言ってしつこく誘ったんだと思う。

　白石さんは仕事に対しては人当たりがいいものの、実はけっこうクールなことを私は知っている。

　というのも人気のないところで電話をしている姿を何度か見たことがあるから。

　相手は部下だったのかな、かなり辛らつに仕事のことを注意していた。言い訳する時間と余裕があるならミスのフォローくらい自分でやれ、って怒っている様子に、こわっ、って思ったから。

　でも、これには続きがあって、その日の夕方、彼が自分のスマホで「さっきの件は解決しておいたから、次回から気をつけてくださいよ。礼はいいから」と話しているのも聞いた。言うべきことは言い、やるべきこともする。当たり前のように思うけど、実行するのはそう簡単じゃない。それができちゃう白石さんって〝仕事がデキる人〟でかっこいいな、と密かに思っている。

「全員揃ったな。飲み物はなににする？」

　斎藤さんの呼びかけに、みんなが口々に「ビール～」と返事をする。全員がビールだった。

「ビール八つで。あと、前菜盛り合わせと、バーニャカウダーと、それから生ハムとチーズの盛り合わせを二つずつお願いします」

「前菜盛り合わせ、バーニャカウダー、生ハムとチーズの盛り合わせを二つずつですね、かしこまりました。少々お待ちを」

　待つこと数分でビールが運ばれてきた。

「みんな行き渡った？　では、今週もお疲れ様でした。乾杯！」

「かんぱーーい！」とみんなで声を上げて言い、グラスを重ねる。

「うまーーい」と誰かが言ったのを笑って受け止め、お通しを食べながらそれぞれが歓談を始めると、時間を置かず前菜の盛り合わせが置かれ、続けて生ハムとチーズの盛り合わせが運ばれてきた。

「おいしそう～」

　本間さんがそう言うと、周囲が先に取っていいよと勧める。一番若い彼女はなんだかんだ言ってみんなが気にかけている子だ。入社してやっと半年が経ち、仕事も覚えて頑張ってくれているし。なにより新人が元気なのは見ているこちらも刺激になるし。

　とはいえ、私もまだ三年目。半人前の域を脱しきれていないから、ぼやぼやしていられない。

　バーニャカウダーがやってくると、肉やらフライものやら追加注文する。場はすっかり盛り上がって、今は恋愛系の話題になっている。その矢面に立たされているのは白石さんだった。こういう時、滅多に参加しない顔はカモにされるっていうのはよくある話よね。

「結婚されてどれくらいになるんです？」

　尋ねているのは隣の課に所属している天野あまのさん。その問いに白石さんは笑って「どれくらいだろう」と答えている。

「隠すことないでしょう？　教えてくださいよ」

「隠してないよ」

「白石さん、二十八歳ですよね？　だったらまだ新婚レベルだったりして？」

　白石さんって二十八歳だったんだ。落ち着いてるから三十超えていると思ってた。

「詳しいね」

「白石さん人気者だもの。女子はみんな知ってますよ～」

　いや、私、知らなかったよ。

「そうかなぁ。山崎さんは知らなかった～って顔してるけど」

　えっ！

「どう？」

　白石さんに笑顔で聞かれて思わず本当のことを言ってしまう。

「知りませんでした」

　同時に、はははーーっと軽快な笑い声がいくつも上がった。

「そりゃあだって山崎さんはカレシいるから」

「そーそー、他の男性に興味ないんですよ」

　脇から本間さんが口を挟んだ。ずっと向こう側の席の人と盛り上がっていたのに、こういう時だけ参戦しないでよっ。

「そうなんだ」

「ちょっと白石さん、そこで納得しないでくださいよ。どんくさいだけで、興味がないわけじゃないですから」

　と、答えたら、「あるのーー!?」「問題発言！」とかツッコミ入れられて、もうタジタジ。

　いい人がいたら乗り換える！　と露骨なことはさすがに言わないけどさ、そういう人が本当に現れたら、俊夫とは別れるわよ……たぶん。交際してる体をなしてないんだから。というかむしろ、つきあっていると言うほうが間違っていると思う状況だし。

「ぜんぜん問題発言じゃないわよ。カレシがいようが結婚してようが、素敵な人を素敵と言ってどこが悪いのよ。ねぇ、白石さん」

「そうだね、それは同感」

　またまた「問題発言！」と誰かが言って、高い笑いが起こった。

　間もなく追加注文した肉の盛り合わせや揚げ物が運ばれてきた。それをみんなでつつきながら、またまた盛り上がる。調子に乗ってお酒もドンドン追加し、お皿もグラスもけっこうなペースであいていった。

　バカなことを言いつつ盛り上がっているこういう場って好きだ。職場で、仕事をしている関係だけど、日々の苦楽を共にしている仲間であることに違いはない。ワイワイできると純粋に楽しいし、嫌なことも忘れられるから。それに仲間っていいなぁって思えるし。以前、フリーランスで働いている友達から、自由にできるけど孤独で寂しいよ、という弱音を聞いたことがある。

「山崎さんはつきあい長いの？」

　いきなり白石さんに聞かれてワインをふき出しそうになった。

　ここであなたが聞く!?　さっき天野さんの質問を濁しちゃった人が。

　と、一瞬思ったけど、聞いてもおかしくないか。私ってば俊夫との仲がイマイチなので妙に敏感になっているのかも。

「大学時代からのつきあいなんですよ、山崎さん」

「それ、本間さんが答えてどうするのよ？」

「あれ？」

　あははーーとまた大きな笑い声が広がる。私はワインを口にしつつ、余裕をかまして一緒に笑い合った。

「本間さんの言う通りで、ゼミで知り合った関係だから、もう四年かなぁ～って感じです」

　白石さんは「へぇ」って答えて微笑んでいるけど、なんだか目は笑っていない感じ。まるで心を見透かされていて、「ウソついてるだろ」と言われているような気がして、私の中から楽しい気分が急速に萎んでいった。

　いや、これは白石さんが悪いんじゃない。私が意識しすぎているだけだ。誰も私の、俊夫との落ちぶれた関係なんか知らないもの。純粋な飲みの席の会話なのに、背伸びしていいかっこして、カレシとうまくいってるような顔して話している自分に対する罪悪感。

「そういう白石さんはどうなんです？　さっきははぐらかしてましたけど」

「なにが？」

「もう、わかってるくせに。今年で結婚何年目？」

「当てたら答えてあげる」

「どーいう返事！」

　思わず言ってしまった言葉に爆笑が起こった。そして向こう側から斎藤さんの声が飛んでくる。

「山崎さん、白石さんをあんまりいじめないであげてよ。せっかく今日引っ張ってきたのに、いじめて次から来なくなったら山崎さんのせいだからな」

「いじめてないってっ」

「それでなくても白石さんナイーブなんだから」

「えええーーー！」

　白石さん自身が「ホントホント」って言ってるよ。

　みんなハイペースで飲んでいるせいか、けっこうアルコールが回っているようで、たいしたことでなくても大爆笑しちゃってる。

　そしてその笑いに少し落ち着きが感じ始めると、斎藤さんが「次行こう！」と言い出して、この店ではお開きとなった。

　これからみんなでカラオケに行くみたいだ。

「すみません、私はこれで」

　と言うと、なぜ！　とソッコーでツッコミが入った。早く帰って寝たい、と答えると、脇から「カレシとの電話よー」という声が入ったけど、これは完全無視。

　すると私の横に白石さんがやってきた。

「山崎さんを駅まで送って、僕もそのまま失礼します」

「えーー！　白石さん、カラオケ行こうよぉ」

「そうですよ」

　連れていこうとする一部の女子に向け、

「あんまり遅くなるのはちょっと」

　と答えると周囲から、「奥さんから叱られるかぁ」とかなんとかツッコミが入り、彼らは手を振って去っていった。

「行こうか」

「ええ」

　地下鉄の入り口に向かって二人並んで歩き始める。少し歩いてメトロの看板が見えてきたら――

「ねぇ、もう一軒行かない？」

「は？」

　今、なんて言った!?

















第二章　恋の予感？












「……ちょ。だって白石さん、早く帰らないといけないんでしょ？」

「そんなことないよ」

「ええ！　だってさっきそう言ってたじゃないですか」

「言ってないよ。あんまり遅くなるのはちょっと、って言っただけだよ」

　いや、だって……

「この時間では遅いとは思えないし、ちょっとなって思っているだけでダメだとか言ってないし」

「そうかもしれないでしょうけど」

　なんか釈然としない理由……というか話なんだけど……

「山崎さんが早く帰りたいとか、俺と二人で飲みにいくのがイヤならあきらめるけど」

「そんなことはないですよ」

　と、反射的に答えつつ、こんな返事いいのかな。カレシがいるのに他の既婚男性と二人きりで飲みにいくって。だけど心臓がバクバクいっているのはそれだけではない。だって、今、白石さん自分のことを「俺」って言った！　いつも「僕」って言ってるのに、「俺」って！　この違いはもしかして、素の白石さんってことじゃないの？　素の姿をこの二人きりの状況で見せる？

　しかもしかも、その口調、なんだか妙に艶を感じるんだけど……考えすぎ？

　ドキマギするけど、ホントにカレシがいるのに男性と二人で飲みにいってもいいのか、どうなの!?　浮気じゃないの!?

　私ってば、試されてる？

　あ、でも待って。証拠はないけど俊夫が他の女性と遊んでいるのは間違いないだろう。浮気をしているのは俊夫のほうだし、もとよりセフレ格下げ状態だ。白石さんとちょっとばかし飲みにいったって咎められる覚えはないはず。

　しかも会社関係の人。デートじゃないし！

　それに私だって刺激が欲しい。

「飲みにいくくらいいいですけど、それより白石さんのほうこそ大丈夫なんですか？　奥さんにバレたらヤバいでしょう？」

　すると白石さん、急に笑い出した。

「ソコ、笑うところ？」

「ごめんごめん。俺さ、独身なんだよ」

　へ？

「だから結婚してないんだって。結婚何年目って聞かれても答えようがなかったんだよ。してないんだから」

「いや、でも……」

　自然と視線が白石さんの左手にいってしまう。それに気づいた白石さんはその左手を持ち上げて「ははは」と笑った。

「この指輪は虫よけ」

　虫!?

「ウソ～～」

「あ、虫って女性に向けてじゃないよ。トラブルのこと。常駐先の会社で妙なトラブルを起こしたくないし、巻き込まれたくもないからコレしてるんだ。男性も女性も、気遣って終業後に誘ってくること滅多にないからね。斎藤さん、俺と同い年で同じ大学だって知って、けっこうしつこく声かけてくるけど」

　マジですか？

「前に常駐していた会社でしつこいアプローチを受けて辟易としてさ。しかもつきあってるとかウソ言われてエラい目に遭ったことがあるんだ。それでなにか対策はないかと思って思いついたのが、コレ」

「……そうなんですか」

　としか言えなかった。

　私が虚を突かれたような気力のない返事をすると、白石さんはきょろきょろと周囲を見渡した。それからなにかを見つけたのか、「山崎さん、こっち」と言って歩き出す。

　こっち？

　速足で歩き始めた白石さんは、コンビニに入っていった。

　飲みにいくんじゃないの？

　と、思っていたら、機械の前に立って操作を始めた。そして出てきた紙を差し出される。

「あっ」

　見せられたのは戸籍謄本だった。氏名には『白石要人』とあり、配偶者欄は空白だ。子どもの欄も同様。

　白石さんの名前、『要人』っていうんだ……知らなかった。でもまぁ、普通に職場の人で、仕事するだけの間柄なら、下の名前まで知る必要はないしね。

「これで俺が独身だって信じてもらえただろ？　ちなみに一人暮らしだから」

「……どうして」

　ここまで言って、さっきの言葉を思い出す。虫よけとか、妙なトラブルに巻き込まれたくない、っての。

「俺と山崎さんの、二人だけの秘密だから」

「――――――」

　にこっと屈託なく微笑まれ、言葉を失う。二人だけの秘密って、そんな――

　心臓が痛いくらいドキドキと早鐘を打っているし、全身も燃えるように熱い。なんだかいけない会話をしているような気がしてくる。

　だけど――そんなふうに言われ、断れない雰囲気にもなって、結局のところ彼と飲みにいくことにした。

　わずかと歩かないうちに、しゃれた感じのバーの出入り口や看板の店をいくつも見つける。白石さんはとあるビルを見上げ、それからエントランスに入っていった。

　知ってる店なのだろうか。歩みに迷いがない……ように見えるけど。

　エレベーターに乗って五階で下りれば、レトロな風合いの扉を開ける。中はオレンジ色のライトがやんわりと店内を照らしている高級感の漂う店だった。

　スタッフに人数を伝えると、窓に向かって並んでいるカウンターテーブルに案内される。椅子の足が長く、座れば東京の夜景が広がっていて、素晴らしく美しい。

「なににする？」

「んーー、そうですねぇ」

　メニューを渡されて悩んでいると、アップルパイのカクテルを勧められた。

「アップルパイなんですか？」

「この季節だけお出ししている限定品ですが、リンゴの酸味とハチミツの甘味に、シナモンのパンチが利いたカクテルです。女性に人気ですよ」

「へぇ、おいしそう。じゃあ私はそれで」

　スタッフの男性が「かしこまりました」と言いつつ白石さんに顔を向ける。

「俺はバーボンがいいな。お勧めは？」

「ワイルドターキーの十二年ものか、マスターズキープなどいかがでしょうか」

「ではマスターズキープをもらおうか」

「飲み方はいかがなさいますか？」

「ロックで」

「ワイルドターキーのマスターズキープ、ロックでご用意させていただきます」

　スタッフが下がると、白石さんはサービスのミックスナッツをいくつか手にした。

「ここ、知っている店なんですか？」

「初めてだけど、会社の同僚が利用していてね。来よう来ようと思いつつ、なかなか来れずにいたんだ」

「それで迷いなく入っていったんですね。一階とかならわかるけど、ビルの五階なんて知らないとなかなか行きづらいですから」

「そうだね。一人で来るのもつまらないし、山崎さんを誘えてよかったよ」

　なん……違う違う、そこで浮かれちゃいけない。これは社交辞令。誤解して喜んだら恥ずかしいし情けない。自惚れて自意識過剰な女って思われたらイヤだ。

「白石さんって意外に軽い？」

「軽い？　どこが？」

「だって私にカレシがいると知って誘うんだから」

「そうかなぁ。既婚者ならマズいけど、うまくいってなさそうな人を誘ってどこか悪いところある？」

　え……

　目が合って、白石さんのまなざしがずいぶん意味深に感じてゾクッとなった。

　これは恐怖？　それとも期待？　ヤだ、私ったら――

「本間さんがカレシの話を振った時、眉間にしわが寄ってすごく嫌な顔をしたろ。言うなって感じじゃなくて、言われたくないって表情だった。だからうまくいってないのかなって思ったんだけど、ビンゴだったみたいだ。だろ？」

　ぐぅ。思いっきり図星で返す言葉が見あたらない。

　でもカマをかけるなんてひどくない？

　なにか言い返そうと思うけど、言葉が出てこない。対して白石さんは頬杖をつき、余裕って感じでこっちを見ている。

　その姿が色っぽい。

「あの――」

　言いかけた私の言葉に白石さんが「うん」とうなずいたタイミングで横から声をかけられた。

「失礼いたします。アップルパイのカクテルとマスターズキープのロックでございます」

　カウンターテーブルに二つのグラスが置かれる。丸い氷の入ったロックグラスと円形のカクテルグラス。どちらのグラスも琥珀の輝きを讃えている。すごく綺麗だ。だけどどこかなまめかしい。

　白石さん用のチェイサーを置くと、スタッフは丁寧に礼をして下がっていった。ほんの数秒、窓ガラスに映っているスタッフの背を目で追うけど、すぐに白石さんが声をかける。

「お疲れ様」

「お疲れ様です」

　チンとグラスを合わせて一口飲む。口の中にアップルパイの味がふわっと広がった。

「わわ、おいしいっ」

　まさしくアップルパイ！

「ホントにアップルパイの味がする」

「へぇ」

「リンゴ味じゃなくて、アップルパイの味なんです。シナモンもそうだけど、パイ生地の香ばしい味がちゃんとしてるってすごく不思議」

　白石さんはまた頬杖をつき、微笑ましそうに私を眺めている。その視線に気づいて我に返ると、とたんに恥ずかしくなった。

「なんか白石さん、楽しそうですね」

「うん、山崎さんて、やっぱり面白いなって思って」

「なにそれ。どういう意味ですか？」

「言葉のままだよ。いつも元気で明るいしさ。ムードメーカーだなって思って見ていたけど、そのままだから」

　それ、どう解釈していいの？　褒められていると思えないんですけど！

「明るいおバカちゃんみたいに聞こえる」

「そんなことはないよ。真剣に褒めてる」

「どうかなぁ」

「俺は他社の人間だからよく見えるからね。その会社、その部署、そのチームのカラーとか人間関係とか。山崎さんは気づいてないと思うけどさ、システム部のサポート課ってけっこうおとなしいというか真面目というか。静かなんだよね」

　そう？　おしゃべりの人、多いと思うんだけど？

「山崎さんがいない時って通夜みたいなんだよ？　知らないでしょ」

「通夜？　まさか」

「ホントだよ。キーボードを叩く音と電話の声は飛び交ってるけど、それだけ。全体的にシンとした感じ。けど、山崎さんがいたらなんか明るくて、みんなそれなりに会話とかしてる。曽我課長のお土産がいい例だ。あぁいうの、本当は一番下の本間さんに頼むところでしょ。それをわざわざ山崎さんに言うってことは、頼みやすさに加えて場を盛り上げてくれるだろうって思っているからだ。せっかくのお土産だからね」

　し……知らなかったぁ……

「本間さんも明るい対応だけど、彼女の明るさは単純に学生気分が抜けきっていないだけで場を見て盛り上げているわけじゃない」

「私だって場を見て盛り上げているわけじゃないですよ」

「空気読んでるんだよ。自覚がないんなら無意識のうちだろうね」

　それは……そう言われたらそうかも、だけど。

「山崎さん、おかわりは？」

「え、あ、そうですね。もう一杯飲もうかな」

　白石さんが手を挙げてスタッフを呼び、メニューを依頼する。渡されたそのメニューを開き、なににしようか迷っていると、白石さんが笑いを含んだ口調で話しかけてきた。

「きついの頼んでも大丈夫だよ。ちゃんとホテルか自宅まで送ってあげるから」

　は？

「もう、白石さんってば、さっきからからかってばっかり。酔いつぶれるような真似はしません」

「そう？　潰れてくれてもいいのに。そしたらおいしくいただくよ」

「それ、セクハラですからね。まったくもう」

　迷ったけど軽いのにした。これでホントに酔いつぶれたらバカ丸出しだから。

「いいの？　モヒートで？」

「いいんです。それにこのモヒート、パイナップルも入っているからより爽やかでいいかなって」

　そう、と言って笑う白石さんの顔を見ていると、なんだか妙に緊張してきた。

　パイナップル入りのモヒートとウイスキーは注文したらすぐに運ばれてきた。喉が渇いているからか、モヒートの冷たさと爽やかさが心地いい。

　自分で言うのもアレだけど、いい雰囲気じゃない？　私たち。

　というか、えーっと……もしかして、私、口説かれてる？

　いやいやいや、ないないない、自惚れすぎっ。

　自慢にならないけど、確かに俊夫とつきあっているけど、今まで男の人に口説かれたことないし。

　ヤだな、私。どうしちゃったんだろう。自意識過剰すぎる。

　それからしばらく歓談が続いて、互いのグラスが終わりかけた頃、白石さんがスマホを取り出した。

「連絡先教えてよ。俺の、送るから。登録して」

「え……でも」

「どうして？　ダメ？」

　ダメ、じゃないけど……いいのかな。

　……いいか、会社関係者の連絡先を交換するだけなんだし。

　言われるまま私もスマホを取り出した。ロックを解除すると、白石さんが慣れた手つきで私のスマホからメッセージアプリを立ち上げ、操作する。あっという間に白石さんの連絡先が登録された。承認して互いに連絡可能にする。

「あ」

　かわいいリスのスタンプが送られてきた。ドングリを差し出しながら「ありがとう」というコメント。

「かわいい」

「これ、ウチの会社の公式スタンプなんだ」

「えー、そうなんですか!?　すごくかわいい」

「いろいろあるからボチボチ送るよ」

「楽しみにしてます」

　と、答えたものの、心臓はますますドキドキする。いいのかな、こんな会話。それにこれから白石さんがスタンプを送ってくるってことだし。

　だけど困惑しつつも俊夫の顔を思い浮かべると、逆にかまわないって感情のほうが強く湧いてくる。

　向こうだってきっと浮気してるんだから、ちょっと会社関係の人と仲良くなったからってかまやしないはず。

　白石さんとは二杯飲んで別れることになった。割り勘でいいと言ったものの、結局ご馳走になってしまい、丁寧にお礼を言って地下鉄で別れた。

　その別れ際、

「山崎さんと飲みにいけてよかった」

　と言われ、今日の飲み会に出席したの、私を狙って？　とかなんとか、自分にものすごーーく都合のいいことを考えてしまって焦った。自惚れひどすぎて呆れつつも心は浮ついていて、電車に乗っている間も心臓の高鳴りと全身の熱さはまったく治まらなかった。

　そういえば、俊夫以外の男性と二人っきりでどこかに行ったことなんて今までなかった。カレシがいるから不要だったし、誘われることもなかったし。

　喜んでいいのだろうか――って、さっきからこればっかり。堂々巡り。

　早く家に帰って頭を冷やそう。別に白石さんからコクられたわけじゃない。単なるその場の雰囲気で誘っただけかもしれないし、いくらうまくいってないって思ったとしても、カレシのいる女性を誘うのはどうかと思うし。

　深く考えないのが一番。だって私には一応カレシがいるんだから。

　俊夫に未練があるわけじゃないけどさ。

　ああ、白石さんのことと俊夫のことが、考えるほどに頭の中でごちゃごちゃになってゆく。

　俊夫のことは未練じゃなくて見栄。

　白石さんのほうはちょっとしたハプニング。

　そうだ、そうに決まってる。










　忙しい日が続いたおかげですっかり俊夫に連絡するのを忘れていた。向こうからもなにもなく、前に会った時から二週間くらいしてようやくこのことに気がついた。

　だけど、こちらから連絡する気にもなれない。週末に一人家にいるのはつまらないけど、毎日忙しくて疲れているので寝てていいやっていう気持ちが強い。それに……今、頭の中を巡っているのは、バーでの出来事だ。そして、スタンプ。

　あれからの二週間、毎日ではないけれど、二、三日に一度くらいの頻度で白石さんからスタンプが送られてくる。文字でのメッセージはなくて、スタンプだけ。しかも挨拶って感じのものでもない。ほっぺたを膨らませたリスの周囲に「ほええ」とか「ぎょえ」とかっていう脈略のない言葉がついているもので、なんで今これ？　と思うばかり。

　だけどそれらを見ていてふと思ったのは、挨拶だと習慣的な印象があるからかもしれない、ということ。

　仮に昨日「おやすみなさい」と送られれば、今夜来なかったらきっとガッカリするだろう。それ以前に、今夜は来るかな、とか思ってしまうかもしれない。

　同じように「お疲れ様」と来れば私も同じように返すだろう。お疲れ様はいつでもやり取りできる内容だ。つきあっているわけでもないのに、毎日こういうやり取りをするのはおかしい。なんと言っても、うまくいっていないと思っていたとしても、私にはカレシがいるのだし、それはお互いわかっていることだ。

　ただ、心のどこかで、もっと積極的に誘ってくれたらって気持ちがあることに気づいてはいる。そこは自分の心だからごまかせない。

　それでもってつきおうって言ってくれたら、もうこんなグダグダな気持ちに区切りをつけてしまえるのに――と、そこまで思ってはっとなった。

　……なんか、私、ズルいよね？　これって明らかに二股をかけて、うまくいきそうなほうを選ぼうとしているのよね。だったらさっさと俊夫に別れを告げて白石さんに真正面から向き合えばいい。

　だけど……

　俊夫と別れて、期待した白石さんにその気がなかったら……って思うと自分からアクション起こすのは……ちょっと。やっぱりもっとちゃんとした確証が欲しい。

　……うぅん、やっぱりズルいと思う。

「はあ」

　自分の考えのズルさ加減を痛感してため息が出る。私ってヤな女だ。

　あ。

　机の上に置いているスマホの画面にメッセが入った。展開してみれば白石さんからのスタンプだ。

　かわいい。けど……

　リスが両手を胸の前でぶらりとさせ、肩を落としている。背後には『しょぼりーん』という文字。

　どうして、しょぼりーん、なんだろ？　なにかトラブルでもあったのかな。

　首を傾げていると、今度は文字によるメッセージが入った。珍しい。だけど、これ！

『今夜、予定ある？　飲みにいかない？』

　お誘い！　え、どうしよう。

　思わず顔を上げて白石さんを見れば、彼はパソコンに集中している模様――と、思ったけど、こっちを見てうっすら笑った。そしてすぐにまた視線をパソコンに落とす。

　わわっ、どうしよう。誘われた！　飲み会の帰りの勢いや流れなんかじゃなく。

　ちゃんと誘われたってことは、行けば間違いなく〝浮気〟ってことになるよね？

　あーーー、前回のがアウトかセーフかわからない。なので深みに足を突っ込むのか、今さら悩むこともなくもう浮気しているのか判断できない。

　白石さんの本音が知りたい。本気なのか遊びなのか。本気だったらこっちも考えるし、単なる遊びならその気で気楽に行くし。

　ん？

　これ、もう行く気満々になってるよね？

　……行きたい、よね。うん、行きたい。

　ご飯くらいいいよね。危ない関係になるわけじゃないし、結婚しているわけじゃないから不倫でもないし。

『行きます』

　文字は短くし、スタンプの『りょ！』ってのをセレクト。送信したらすぐに既読文字が入り、またスタンプが送られてきた。

『てへてへ』という文字入りのリスが顔を覆っているもの。

　やだ、かわいい。

　時計を見れば四時少し前。それから終業時間までの間、自分でもバカじゃない？　って思うほど浮かれた感じで仕事を進めていた。

　少し残業してから席を立った。白石さんは会社間での契約で九時五時拘束なので、とっくに姿はない。トイレに行って化粧直しをしていると、スマホにメッセージが入った。

　店の連絡だ。肉バルだった。現地集合ってことらしい。だよね、誰かに見られたら厄介だし。

　添付されているＵＲＬにアクセスして場所を確認する。至ってわかりやすく、すぐに到着した。

「お疲れさま」

　店の前で待っていた白石さんに声をかけると、彼はふっと微笑んだ。その笑顔にドキドキしてしまう。

　これって正真正銘のデートだよね。

　そう思うと、罪悪感が湧いてきてためらいを覚えるのだけど、来てしまったのだから今さらどうすることもできない。

　ときめいている心と、罪悪感に苛まれている気持ちとでとても複雑だ。だけど――

「断られるかと思ったよ。この前は飲み会の勢いがあったから乗ってくれたかなって思いもあったから」

「えーっと」

「なんか落ち込んでたみたいだから、うまいものでもどうかなって」

「そんな……」

　それであの、しょぼりーんってリスを送ってきたの？　白石さんに落ち込むことがあったからじゃなくて？

　それはどういう意味？　私が悶々と悩んでいた姿を見て励まそうとして誘ったってこと？　ねぇ、口説かれてるって思っていいの？

　ああ、頭の中、大混乱。

　本気なのなら、俊夫とは別れて白石さんとつきあおうかなって思っているのに。もっと決定的な言葉で誘ってくれたらいいのに――そう思ってしまう。

「落ち込んでたわけじゃ……でも、ありがとうございます。特に予定もないし。せっかく誘ってくれたんだからって思って」

　気になるなら、はっきり聞けばいいのに、私。それもできないなんて根性なさすぎる。

「会社関係の人だからセーフだと思った？」

「セーフって？　白石さんのことは信頼してますけど」

「いや、カレシに対して。――入ろう」

　私が答えるのも待たず、まるで遮るように言って店の扉を開けた。近寄ってくるスタッフに名前を告げると、カウンター席に案内されて着席する。

　スタッフがメニューを持ってやってきた。

「ビールでいい？」

「はい」

「生ビール二つ」

「生二つですね。かしこまりました」

　ビールを頼んでいる間にメニューを見る。肉バルだから目を瞠るようなお肉の写真がいっぱい載っている。

「どれもおいしそう」

　塊のものもあれば煮込みのものもある。頬肉の赤ワイン煮込みとかすっごくおいしそう。

「二度目なんだけど、これとかうまかったよ」

　指さされたのは牛フィレ肉の岩塩焼だった。

「岩塩焼なんて珍しくありません？　おいしそう。頼みましょうよ。あと私、この赤ワイン煮込みも食べたい。それ以外は白石さんのお勧めでいいです」

　白石さんがビールを運んできたスタッフに注文をする。その様子をただ眺めているだけなのに、なんだかきゅんとなってくる。

「じゃあ、乾杯。お疲れ様」

「乾杯、お疲れ様です」

　決まり文句を口にしつつグラスを合わせる。それからグイッと喉に流し込んだ。

「あーー、おいしいっ」

　この前の出来事を再現するようなシーンに、なんだかぼやけている線を上書きしてくっきりさせたみたいな感じで、カレシと違う男性と食事をしていることを痛感させられる。

　あの時同様、心臓はドキドキと早鐘を打っているし、飲み始めたばかりだというのにもう体が熱い。

　だけど白石さんの存在を感じれば感じるほど、なぜだか胸が苦しくなってくる。やっぱり罪悪感なのだろうか。それとも背徳行為に対する恐怖感？

　スタッフがやってきて、お料理をテーブルに置いた。前菜の盛り合わせはトマトとモッツァレラチーズ、サーモンとパプリカのカルパッチョ、二種類のサラミ、エビとホタテのバジルソース、ほうれん草とハムのキッシュ。それからイカとオニオンのフリッター。どれもおいしそう。このあとに牛フィレ肉の岩塩焼とほほ肉の赤ワイン煮込みが来るんだなぁ。幸せ。

　白石さんはスタッフが来たのに合わせて白ワインをボトルで注文した。ワインは赤も白も好きだけど、詳しくないのでお任せだ。

「うーー、おいしいっ」

「喜んでもらえてよかった」

　おいしいものを食べたらそれだけで幸せ。生きててよかったとさえ思えてくる。大げさだけど。

　グラスの白ワインを傾けながら笑っている白石さんの顔を見ていると、こんなふうに男性と楽しい食事をしたのはいつ以来だろうと思う。というか、男性じゃなく、俊夫と、と言うべきか。

　破綻を意識し始めたのは半年前だけど、カップルらしいお出かけをしなくなったのがいつからか、情けないけどこれまた記憶が明確じゃない。

　俊夫の顔を思い出し、気持ちが下向きになってきた時、ふと彼のグラスを持つ手に視線がいった。

　シルバーの指輪が左の薬指で光っている。

「その指輪、カモフラージュってことはわかりましたが、カノジョもいないんですか？」

「いないよ」

「ホントに？」

「いたら誘わないよ」

　一瞬、息が止まった。同時に槍で一突きされたような錯覚。

　口説かれているかと思う反面、カレシがいるのにホイホイ応じたことを不実と指摘されたような気がする。

　軽い女って思われているのだろうか？

　そう思うと、さっきまで感じていたドキドキが消え、背徳行為に対する諸々の感情のほうが勝ってきて違う意味で心臓が痛くなってくる。

「山崎さんは――」

「えっ」

　白石さんが私の手を掴んだ！

「あのっ」

「ネイルとかしてないんだね」

「え――ネイル？」

「ああ。俺の妹はずいぶんハマってるから」

「そ、そう、なんですか」

　白石さんの言葉がまったく頭に入ってこない。指を握って爪を見られているだけで全身火だるまになったみたいに熱いんですけど！
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「大学の時は、ネイルアーティストになるんだ、とか言ってさ。結局、趣味にとどめて普通に就職したけど。実家にはネイルの材料っての？　いっぱいあるよ」

「へ、へぇ……」

「山崎さんの指、細くてきれいからネイルすれば映えるだろうに」

　細くてきれいって！

　やだ、きゅっと握られて呼吸困難になりそう。

　う、うう……心臓が痛いくらいドキドキしていて聞こえてしまいそう。それに白石さん、顔を上げてじっと見つめてくるし。

　どうしよう。

　なにかしゃべったら、言葉じゃなく、火を噴きそうだ。

　そんな私とはぜんぜん違って白石さんは至って普通でいつも通り。今も余裕の笑みを浮かべてる。すっと手を放すと、グラスにワインを注いでくれた。

「あ――りがとう、ございます」

　最後は尻切れトンボみたいに小声になってしまった。

「どういたしまして。山崎さんけっこうガード固いな」

　！

「ガードって」

「取って食ったりしないからもうちょっとリラックスしなよ」

　やっぱり口説かれてるんだよね!?

　俊夫とはゼミで一緒でなんとなく仲が良くなって、そこから自然に一緒にいたままつきあうことになったけど、実際の私は男性に口説かれたことがないからどんな態度を取っていいのかわからない。焦るばかりで言葉が出てこない。

　だけどみっともない態度は見せたくないから、ここは思い切り頑張って背伸びしないと！　い、一応、大人だし、バージンでもないんだからっ。

「リラックスしてますよ。こんなおいしいワインとお料理を前にしてるんだから」

「俺は？」

　お、俺は――それは……

　私のこと、好きなの？

　ソレ、聞いてもいいの？

「白石さん、私のことからかって楽しんでるでしょ。それともなにか魂胆でもあるとか？　ウチの部でイヤな人がいるとかだったら課長には言ってあげますよ。でも部長には無理。課長ほど仲がいいわけじゃないから」

　頑張って返事をすると、白石さんはふっと笑って身を引き、グラスを手に取った。

「システムサポート部は居心地いいから心配無用。それにそう長くはないと思うし」

「え!?　そうなんですか？」

「もともとの契約は一年だけど、システムトラブルは少ないし、スタッフの質問なんかも日に日に減ってきている。この分では契約期間を待たず終了してもいいんじゃないかなって思ってるよ」

「でも」

「あとは電話対応で済むんじゃないかな。早く引き上げるほうが、そちらのコスト負担も軽くなるしね」

　知らなかった。そういう契約になっているんだ。てっきり状況に関係なく一年はいてくれるんだと思ってた。

　そう遠くないうちにいなくなってしまうかしれない――と思うと、急に寂しく感じてしまう。確かに毎日顔を合わせてはいたけど、そんなに接点があったわけじゃない。なのにこんなふうに思うのは、こうやって二人で会っているから？

　でも、今日はたったの二回目で、一度目は飲み会のあとの流れだったし。

「スマホ鳴ってるよ」

「へ？　あ、はい」

　言われて気づいて焦りながらスマホを取り出す。見ると俊夫だった。

　どうしよう――

「出ないの？」

　この状況で出るって非常識よね？　そんなことはない？

　でも、他の男性と二人きりで食事に出かけている状態でカレシと話ができるほど私の心臓は強くない。俊夫がなにか察するかもしれないし、それは困る。だって私の行動を理由にして別れる、お前が悪いって責められるのは不本意だ。

「山崎さん？」

「実家からだからあとでいいです。家に帰ってからかけ直します」

　オフボタンを押してからサイレントに切り替え、スマホをカバンに仕舞った。そんな私に向け、白石さんが小首をかしげながら話を続けている。

「そう？　気にすることないのに」

「私は気にします」

　サイレントにしたからもう切ったのか、まだ鳴らしているのかわからない。だけどなんだかヘンな汗が湧いてくる感じがして落ち着かない。

「人を待たせてまで不要不急の電話をすることないですから」

　とかなんとかもっともらしいことを言っているけど、白石さんの前で俊夫と会話したくないだけ。それを白石さんに見透かされているような気がして、もう頭の中かなりパニックだ。

　どうしようか困っていたら地獄に仏、フィレ肉の岩塩焼とほほ肉の赤ワイン煮込みが運ばれてきた。

　助かったぁ！

「これ、おいしい！」

　わざとらしく子どもみたいにはしゃいでみたけれど、ホントにおいしくて、さっきまで焦っていたことなんてどこかへ行ってしまった。

　お肉によって立て直した私の思考能力。飯ものまでおいしくいただき、別れた。その際、また誘っていい？　と尋ねられて、いいですよ～、なんて気軽に答えたものの、本当に次などあるのだろうか。

　あったらどうしよう。次があったら三度目だ。さすがに冗談じゃないだろう。ってことは、白石さんは本気で私のこと気に入ってくれてる？　だったら乗り換えようかな、なーんて。

「男なんてさ、信用できないんだからダメだよ」

　え!?

　電車の中、横から聞こえてきた声にビクンと震え、思わず顔を向けた。隣に立っているのは二人組の若い女性だった。大学生かな。

「ヤレると思ったらウソなんて平気でつくんだから。女の子が喜ぶ言葉なんていっくらでも言うわよ」

「だよね。それはそう思う」

「かっこいいしさ、惹かれるのわかるけど、やめといたほうがいいと思う。文句言ってる子何人もいるからさ」

　二人の会話が、まるで私に向けて諭しにきているみたいに思えてしまう。

　白石さんにはそんな不誠実な噂なんてないだろうし、聞いたことがないし、トラブルにならないようわざとカムフラージュのマリッジリングしてるくらいだから身持ちはいいのかもしれないけど、私にカレシがいるとわかって誘ってくるってのは……もしかして、こじれない女だと思ってるから？　ってことは、遊びのつもり？

　そういえば、ガードが堅いとか言ってたっけ。カレシがいるのにホイホイついてくるから簡単に落とせると思った？　だったらムカつくけど。

　ああーー、本心が知りたいっ。ズバッと聞きたい。

　でもこわくて聞けない！

　なんて意気地がないんだろう、私。

















第三章　迷い路












　家に帰ってから俊夫に電話をかけても出なかった。留守電になっていたけど、メッセージを残さず切った。おそらく週末のことだろうと思うのだけど、この状態で俊夫とエッチなんてする気になれないし、会えば気づかれそうで怖い。

　うぅん、それだけじゃない。いろんな罪悪感で気持ちは完全にブルーになっている。

　だけど無反応ってのもどうかな、と思って、短めのメッセージを送っておいた。

　結局、俊夫からの返事はなくて、意味深な食事から数日が経ち、また白石さんからスタンプが送られてきた。

　食事のお誘い。

　なんとなく晴れなかった気持ちが一気に浮上した。それに今日は金曜だからますます深読みしてしまう。

　まさか、お泊まりとか、ないよね。

　私がキョヒればいいだけの話なんだけど。でもさすがにカレシのいる女をホテルに誘うことはないだろうと思う。

　私が白石さんの気持ちを気にしているように、彼も私がどう思っているのか、どこまで許すのか計っているのかもしれない。三度目ともなればこちらもけっこう確信的なものをいだいているのだけど。

　今夜は魚介バルだった。肉の次だから魚介類にしてくれたみたい。これがまたおいしくておいしくて。ぷるっぷるの牡蠣とかムール貝とか、お刺身にアヒージョとか。

　セフレ格下げ中とはいえ正式カレシの俊夫と会ったのは約三週間前。その三週間の間に白石さんから三度も誘われ、二人で出かけている。力いっぱい〝浮気〟しているよね。言い訳の余地ないよね。

　だけど、楽しいのよ。比べることなく、そう思ってる。楽しいし、白石さんの紳士的なエスコートにすっかり魅了されている。こんなに優しくされたの、いつぶり？

　誰だって大事にしてくれるほうに傾くよね？　当たり前だよね？

　ぐるぐる迷いながら、それでも楽しく会話し、お店を出た。

　今夜はちょっと飲みすぎたかもしれない。ついおいしくて、勧められるままにワインを飲んでしまって。調子を悪くするほどではないものの、ふわふわしているのは事実。

　エレベーターに乗るのだと思いきや、階段を使おうとするので彼のあとを追う。三階だから待ってるより階段を使ったほうが早いと思ったのだろう。

「山崎さん」

「はい」

「ちょっとふらついてる。危ないから」

　手を差し出され、酔いの自覚があったものだから、ついありがたいと応じてしまった。

「え？」

　手を載せた瞬間ぎゅっと握られて引っ張られ、気づいた時には彼の腕の中にいた。

「わわ、ごめんなさいっ」

　私、こけかけた？

　よくわからなかったけど咄嗟に謝って離れようとして、腰を掴まれていることに気づく。

　意識が腰にいった瞬間、後頭部を鷲掴みにされた。

　え？　え？

　急に呼吸ができなくなった。

　唇にやわらかな感触が動いている。

「…………ん」

　キスされてる！
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　驚きと戸惑いがぶわって迫り上がってきたけれど、すぐに沈下した。口の中に蠢くものを感じたら、なんだか頭の中が真っ白になってしまって、力を抜いて委ねてしまって、そこからちょっとの間、記憶が飛ぶ。

　意識のピントが合った時、ようやく体が離れて、互いを見合う形になっていた。

　どういうこと？　これって私を口説いてるから？　それとも体目当て？

　酔った頭ではどう処理したらいいのか、わからない。

「怒った？」

　問われて、少しだけど首を横に振っていた。

「最近、カレシとうまくいっていないんだろ？　腐れ縁続けるのはよくないよ。スパッと別れて俺に乗り換えろよ」

「――――――」

「精神衛生上よくないって。そいつが浮気してるんじゃないかって疑っているんじゃないのか？」

「！　どうしてそんなこと――」

「見てりゃわかるって」

　見てる？　いつから？

「この前も今日も、誘ったのは山崎さんが暗い顔してたからなんだけどさ、カレシとうまくいってたらあんな顔しないだろうし、単純に会えないだけなら悩まないと思うけど」

　ぐぅ……の音も出ない。

「俺と食事にいって、カレシとの関係に悩んでいるんじゃない？　だったらちょっと勇気出してみようよ」

「勇気？」

「そ。行こう」

　どこへ？　なんて聞く必要もない。子どもじゃないのだからこの状況で向かう先は想像がついた。

　アルコールと緊張で少し気持ちが悪い。頭がうまく働かない。

　どこをどう歩いたのかまったくわからないけど、気がついたらホテルのエントランスに立っていた。

「入るよ？」

「………………」

「一応、確認しておく。いいよね？」

　うん、とうなずいていた。

　手をつないだまま中に入り、白石さんが部屋を選んでいるのを他人事のような感じで見ている。それからエレベーターに乗って部屋の前にやってきた。

　どうしよう。

　まるではじめてラブホに来たかのような緊張と羞恥が全身を包む。

　本当にどうしよう。

「怖い？」

　問われてはっと我に返り、かぶりを振った。

　これは背伸びだ。だってものすごく不安だから。

　俊夫以外の男性とこんなこと……いいのだろうか。カレシがいるのに、交際していない人と。

　だけど扉が開かれ、背中に手をやられてそっと押されて一歩を踏み出した。

　パタン、という音がして、いよいよ一線を越えるんだって教えられる。

「白石さん」

「怖いなら帰るよ」

　気遣ったように言われ、「大丈夫です」と反射的に答えていた。

　普通に返事をしたつもりだけど、もしかしたら声が震えていたかも？

　優しくされて帰りたくないって気持ちがこみ上げてきた。

　ベッド脇まで歩けば、正面から抱きしめられた。

　温かい。

　額にキスされ、それから唇を重ねる。

　そこから先は覚えていない。必死に白石さんに縋っていたような感じだ。なにかに追われているような、なにかから逃れようとしているような――

　やはり背徳感、罪悪感だろうか。とにかく白石さんから与えてもらえる温かさと快感を求めた。

　部屋中に自分の甘い啼き声が響いていることも遠くの出来事のように思いつつ、高みに昇る快感に酔う。気づいたら弛緩して白い天井を見つめていた。

　それから白石さんがなにかしていて、視線を追うと手にしている物をゴミ箱に捨てているのを見た。

　そっか、気遣ってゴムを使ってくれたんだ。

　当たり前のことなんだけど、そういえば、と思い出す。俊夫はいつも、今は大丈夫か？　って聞いてきた。妊娠しない時期だと使わず、微妙って答えたら使っていたっけ。

　ぼんやり考えていたら髪を梳かれた。それがすごく心地よくて、視界と意識がぼやけていった。

　それから……

　なんだろ、水の流れる音が聞こえる。雨？

　ここ、どこ？　自分の部屋じゃないよね？

　キイッて高い音がして、はっとなった。完全に意識のピントが合う。

「あ」

　腰にバスタオルを巻き、タオルで髪を拭きながら白石さんがこちらに向かって歩いてくるのを見た。

「どうしたの？」

　聞きつつ、布団をめくってベッドの中に入ってくる。質問は私がじっと見つめているからだろう。

「……なにも」

「それ、ウソだろ？　カレシがいるのにこんなことって思っているんじゃない？」

「………………」

「関係が後か先かの違いだけで、別れてしまえばいいだけだ」

「……そうかな」

　白石さんが、うん、とうなずく。

「それに、別に顔を突き合わせて、別れたい、了解です、なんてやり取りしなきゃいけないわけじゃない。自然消滅ってこともあるんだから」

　自然消滅……それはありかも。

　白石さんがふっと笑うと、手を伸ばして私の頬にかかっている髪の毛を払ってくれた。それからそのまま人差し指で頬を撫でる。その仕草にゾクリと肌が粟立った。同時にさっきの、スパッと別れて俺に乗り換えろよ、って言葉がよみがえった。

「ところで体のほうは大丈夫？」

「え？」

「予定外のことで負担かけたかなって思って」

「そんなことは」

　バージンじゃないからって言いそうになって慌ててやめる。こんなこと言うもんじゃない。

「寝ちゃったから先にシャワー浴びさせてもらったけど、山崎さんも入ってきたら？」

「……はい、じゃあ」

　身を起こし、ベッドから出ようとして迷う。このまま立ち上がったら全裸をさらすことになる。俊夫の時はあまり気にしなかったけど、白石さんの前じゃイヤだ。恥ずかしい。

　どうしようか迷っていたら、床に落ちた服が目に入り、屈んでそれらを拾って胸を隠しながら急いでバスルームへ向かった。

「ゆっくりどうぞ」

　背にかけられた言葉にジンとなりつつ、扉を閉める。こんなこと、言われたことないや。

　脱衣所からバスルームに続く扉を開けたら、バスタブのお湯が湧き出している状態で、ピピピと音がしてお湯張りが終わった。

　白石さん、私のためにお湯を張ってくれたみたいだ。ますますジンとしてくる。

　バスタブに首まで浸かると、ほっとした。

　ちょっとだけ、頭が痛い。飲みすぎたみたいだ。だけど、熱めのお湯は気持ちがいい。

「白石さん、優しいな」

　意図せず言葉が口を突いて出てきた。

　ホント、優しい。俊夫とは大違いだ。

　乗り換えたらいいって言うのだし、こんな関係になったのだから白石さんは本気なんだよね？

　フツフツと幸せな気持ちが湧いてきて、久しぶりに晴れた気分だった。

　化粧ポーチを部屋のほうに置いてきてしまったことに気づいたのは、お風呂からあがったあとだった。

　いつもと違ってすごく緊張していたから、すっかり忘れていた。

　仕方なく服を着て部屋に戻ると、白石さんはまだ上半身裸の状態でタブレットを見ていた。

「あがった？」

「――――――」

「どうしたの？」

「うぅん、なんでもない」

　ベッドに歩み寄る私を白石さんが見上げる。その顔にほんのわずかな驚きのようなものが浮かんでいることに気づいた。

「白石さんのほうこそ、どうかした？」

「……いや、もう服、着ちゃったんだと思って」

「――――――」

「明日休みだし、もうちょっとゆっくりしていかない？」

「でも……」

「あー、もう一回脱がすのもいいかもね」

　恥ずかしいことを言われ、頬がかっと熱くなる。

　だけどシャワーから出てきて、まだゆっくりするつもりでいる白石さんの姿を見ると、なんとも言えない気持ちになった。

　これが本来の、仲のいいカップルの関係だよねって思えて。

　ベッドの上に乗れば白石さんが身を起こして腕を伸ばしてきた。

「せっかくシャワー浴びたのに、またするの？」

「いけない？」

　そんなことない。

　首を左右に振れば、キスが降ってきた。










　扉を閉めて一人になると口元が緩んでしまう。

　電車の中で普通の顔をしているのが大変だった。もちろん別れてからのスマホでのやり取りでもだ。

　白石さんは相変わらず文字は使わずスタンプだけ送ってくるのだけど、リスが『てへてへ』という文字とともに照れているものだ。

　私と結ばれて喜んでくれているのかな。というか、初めて二人で飲みにいったあの時、飲み会に参加しない白石さんが来ていたの、私との距離を詰めるため？

　これ、考えすぎ？　自惚れすぎ？

「ふふ……ふふふ」

　まさかね。

　考えれば考えるほど、笑いが浮かんで止まらない。

　ベッドにダイブして天井を見つめながら自惚れ想像の続きを考える。

　このまま白石さんとつきあっちゃえばいいよね。

　交わした熱量は自分でも驚くほどで、エッチってこんなに気持ちよかったっけ？　と思うほど。

　指先が腕や首などごく普通の場所に触れるだけですごく感じてしまった。そのあとのことはホントに覚えていないし。

　すごく、よかったし。

　つい思い出してジーンとしちゃうけど、記憶を巡らせていると、ふとなにかに思い当たった。

「ん……？」

　そういえば、きちんとつきあおう、とは言われなかったけど……あれって交際申し込みでいいんだよね？　それとも言葉で確認しないとそうはならない？

　え。

　ちょっと待って待って。よく考えろ、山崎可南子！

　白石さんは俺に乗り換えろって言ったんだよ。うん、それは間違いない。けど、つきあおうとは言ってない。

　白石さんは私にカレシがいることを知っていて、さらにうまくいっていないことも察している。

　それって取りようによっては〝俺と遊ぼう〟とも言えるよね？　一度ならず二度も、それも誘われてついていったのだからエッチもＯＫって解釈して三度目の今日に臨んだ、とか。

　ってことは、私はセフレの二股ってこと？

　……マジか!?

　いやいや、待って待って。別れるのに顔を突き合わせなくてもいいとも言っていたじゃない。それに白石さんはそんな不誠実な人じゃないし、取引先のスタッフにアコギなことをするわけないよ。

　……って、どこにそんな保証があるわけ？　カレシとうまくいっていなくてへこんでる今ならちょろいって思ってるかもしれないよ？

　えええええーーーーー

　神さまお願い、真実を教えて……










「あのさぁ、カレシとうまくいってないところに、別の人からご飯とか誘われるそうなんだけど、決定的な言葉っての？　はっきりコクられたわけじゃないから、どう思われてるんだろうって相談されたんだけど、どう思う？」

　なんか日本語、ヘンだよね……

　だけど、うまく説明できない。

「それ、誰の話？　可南子？」

　ギクぅ！

「違う違うっ。会社の子の話よ。相談されたって言ったじゃないの」

　日曜日、予定がないから久しぶりに大学時代の友達、菅野すがの春香はるかを映画＆ランチに誘ったのだけど。

　映画は今大ブレイク中のハリウッド映画。人気だけあって面白かった。今は遅いランチ中。自分のことなのを隠して相談しようと思って。

「可南子は森下くんとまだ続いているんだよね？」

「まぁね。けど、私の話はいいのよ。その子の話、一緒に考えてよ」

〝その子〟ってのは私の脳内で生まれた想像女子なのだけど、それはもちろん内緒のこと。

「そんなの本人にはっきり聞いたらいいだけのことじゃない。カレシいるのに誘ってどういうつもりなの？　って」

　うっ。正論。

「それが聞けたら苦労しないわよ。できないから悩んで相談してきたんじゃない」

「誘ってくるんだから気があるのは間違いないと私は思うけど、でもその子、カレシがいるんでしょ？　誘われて、行ったの？　それとも行くかどうか悩んでるところなの？」

　えーっと……

「行ったみたい」

　と答えると、春香は「はっ」と吐き捨てるように笑った。

「その子、気持ちもうそっちに行ってるじゃないの。だったらさっさとカレシと別れてさ、その誘ってくる男とつきあえばいいのに」

「だからコクられたわけじゃないって。交際する気かどうかわからないじゃない」

「そうかなぁ。カレシのいる子を遊び相手に誘うかな？　靡かない可能性高いし、二股かけさせるより、独り身の子誘ったほうがよほど遊べると思うけど」

　やっぱりそうかな。

「でも……もう誘われて応じてるんだよねぇ。だったら、ジャブ打って手ごたえあったから大胆になったってのもアリかも。お互い遊び相手、セフレでいいって思ったのなら利害一致だから。どっちにしたってその男の人柄じゃない？　普通に考えて、私だったら誘いに応じる相手は脈ありって思うし、興味のない人を誘ったりしないでしょ」

　結論は私と同じだけど、途中途中で出てくる言葉が胸に痛い。

「その子さ、誘われて乗るってことは、カレシのほうヤバい状態なのね」

　うっ……グサグサ刺さる。ホントに痛い。

「じゃないと行かないでしょ、普通」

「……まぁね」

「つかさ、その前に怒るよね。カレシがいるってのに誘うってさ、尻軽に見てるのか、どういう了見だって。じゃなきゃさあ、その子、可南子には誘われて戸惑ってますぅ～みたいにブってるだけで、ホントはウェルカムオーラ発して色目使って誘ってたんじゃないの？」

　！

「そんなことない！」

「……可南子が怒ることじゃないじゃん」

「あ、まぁ、そうだけどさ。そういう子じゃないから……」

　ヤバ。ついムキになってしまった。けど、私はけっしてけっして、色目なんか使ってないから！

「ふーん。どっちにしたってさ、どうして誘ってくれるんですか？　カレシいるの知っているでしょ？　本気じゃないなら二度と誘わないでください、って言えばいいのよ。それでまだ誘ってくるなら本気ってことだから、信じてあげたらいいんじゃないの？」

「信じる……」

「そ、そのカレの略奪計画」

　略奪計画――

「別れるかどうか迷ってるカレシとかさ、ろくでもないヤツとの腐れ縁とかさ、颯爽と奪ってほしいじゃない。それはそれでロマンよね」

「……そう、かな」

「そうよ」

　まぁ、そう、かな。

　春香の言葉はどれもこれも痛いけど、的を射てる。確かに俊夫を足蹴にできるくらい熱くコクってくれたらって思ってる。そうしたらこんなに悩まないのにって。

「それで森下くんとはゴールインしそうなの？」

「…………え？」

「えじゃないよ。もうつきあって四年くらいになるんじゃない？」

「うん、それくらい、かな。大学時代はつきあってるって自覚はなかったけど」

「よく言うよ。ラブラブだったくせに。結婚の話とかしないの？」

「するわけないよ。二十五だよ？　まだまだ先よ」

　おどけながら言えば、春香は大きな動作で椅子に凭れかかった。

「まぁねぇ。可南子が私らの中で一番乗りかなって思ってたもんだからさ」

「春香かもしれないじゃない」

　動揺を悟られないよう平静を装いつつグラスを手に取ってストローを口に含む。そしてジンジャーエールをゆっくりと喉に流し込んだ。

　落ち着け、私。いらないことさえ言わなければバレることなんかないんだから。

「プロポーズされるの待つより、可南子のほうから結婚してって迫ったほうがエンド早いんじゃない？　意外と森下くん、そういうタイプだと思うんだけど」

「そういうタイプってどういうタイプよ」

「だから、押しに弱い」

　さすが春香、よく見てる。そう、俊夫って口はとても達者だけど、あまり自分から動くタイプじゃない。大きなことにはより顕著。買い物なんかでもショップの店員に勧められたらけっこう軽くコロリと買っていたりする。だから印象のいい人から迫られたら応じちゃう可能性がある。

　なんだかんだ言いながら今までつきあってこれたのは、『私は選ばれたんだ』っていう自負にも似た気持ちを持っているからだ。

　でも浮気していて（していると思ってるけど）、その相手とどんな経緯だったかと想像すれば、自ら口説いたんじゃなくいいムードになって落とせると確信できるほどの態度を取られたからじゃないかと思う。

　だけど、そうであったとしても、浮気は浮気だよね。私の価値が落ちたことに変わりはない。

「可南子、聞いてる？」

「あ？　うん、聞いてるわよ」

「可南子からプロポーズしちゃいなよ」

「それは……いいよ」

「どうして？」

「まだ結婚する気ないもん」

　春香は「そっかぁ」と言いながらグラスのジュースを飲み干した。で、店員を呼んでおかわりを頼んでいる。

　私からのプロポーズ、か。そんな気持ちはさらさらない。今、気になっているのは、とにかく白石さん。彼の本心が知りたい。それだけだ。

　それからもう少しだけおしゃべりして春香と別れた。

「はあ」

　帰りの電車。人混みの中であるにもかかわらず、大きなため息をついてしまう。

　自分が情けない。俊夫とのことを破局だセフレだと一人決めつけつつも、馴れ初めから交際から全部知っている春香にさえ本当のことを言えないのだから。

　その上、自分のことなのに他人のフリをして意見を聞こうだなんて、卑怯だ。どこまで虚勢張っていればいいんだって思ってしまってへこむよ。

　帰宅の途についている間ため息を落とし続け、部屋に入ったとたんに、状況が一変した。

　スマホがポロロンと鳴ったので見てみれば、白石さんからアプリにメッセージが入ったのだ。

『今週の日曜、箱根あたりまでドライブに出かけないか？』

　マジ!?　わっ、行く行く！

　急いでＯＫの返事を送る。すると最寄り駅を聞いてきたのでそれにも答えると、朝九時に駅で、というメッセと、例のリスのスタンプが送られてきた。私もスタンプで『よろしく～』と送ってやり取りを終える。

　わわっ、休日のデートのお誘い！

「やった！」

　思わず大きめの声で言ってから口を押さえ、そして、はた、と我に返る。

　いいのだろうか……カレシのいる女が休日デートって……

　だけど、別の考えが即座に否定した。

「ばか、可南子っ、もう男女の関係になってるのに、そこで悩んでどうするっ」

　自分の不安な気持ちを払しょくさせるためにわざと声を出して言ってみた。

　自分の矛盾、堂々巡りに辟易とする。悩んでも悩んでも答えは自分で決める以外ないのに。

　傷つきたくないばかりに、言い訳ばかり。

　白石さん自身が乗り換えろって言ってくれたんだし、俊夫からの連絡だってほとんどないような状態。放っておけば自然消滅するのは間違いないだろう。俊夫との、どうにも空いてしまった手持ち無沙汰の時間の埋め合わせを避けることに、罪悪感を抱くことなんかない――と思う。

　勇気出せ、可南子。










　土曜日までの数日が長かったのかあっという間だったのか、よくわからなかった。前日の金曜の夜は落ち着かず、そして今、最寄り駅に向かっている。

　俊夫と前に会ってから一か月くらい経っている気がするので連絡があるかもしれないという気もしていたけど、なにもなくてほっとした。

　今日はドライブ日和って感じで、秋晴れの爽快な晴天だし吹く風も心地いい。

　スマホが鳴ってメッセージの通知が。駅前のコンビニにいるとのことなので、そちらに向かう。

「あ」

　白石さんはすぐに見つけられた。黒いスポーツカータイプの車の脇に立ってスマホをいじっている。

「白石さん」

「あ、やあ、おはよう」

「…………」

　爽やかな笑顔に思わず見惚れてしまう。

　やっぱりデートってこうでなきゃいけないよね？　顔を合わせてもリアクションなくて、ただ車で移動してラブホに直行して、やること済めばさっさと帰るなんて。

「乗って」

「はい」

　車はスムーズに走り出した。

「箱根でしたよね？」

「うん。まだ紅葉には少し早いけどね。でも仙石原せんごくはらのススキはいい感じだと思うよ」

「ススキ？」

「ああ。一面のススキの中にある一本道を歩くんだけど、早く行けば銀色で、遅く行くと金色に染まる。ネットで調べてみて。仙石原、仙人の仙に石に原だ」

　せんごくはら、とカナを打つだけで候補が上がってすぐに展開された。

「へぇ。知らなかったです。今ならどんな感じかしら」

「十一月上旬が最後だから、十月下旬だとまだらかなぁ」

「まだら！」

　思わず反復して意味もなくふき出してしまった。

「今日は天気もいいから、ススキだけじゃなく富士山もきれいに見えると思うよ」

　富士山かぁ。なんだかわくわくしてくる。

　車で高速に乗り、一路箱根を目指す。他愛もない話を交わしている間に、海が見え、山に入り、フロントガラスに雪をかぶった富士山が遠くに見えた。

「わ、すそ野までしっかり見える。すごくきれい！」

「もっと近づくほうがいいよ」

　我ながらテンション高いと思いつつ、キャイキャイはしゃいでいる間に車がぐっと富士山に近づく。白石さんが言うように、近いと雪をかぶっている部分とそうでない部分、それから背後の真っ青な空とのコントラストがとにかく素晴らしかった。

　山に入ればところどころで気の早い木が赤く染まっていたりする。そんな景色を堪能し、箱根、芦ノ湖に到着した。

　ちょっと早いけど、そこでランチ。いろいろ悩んだ末、洋食にした。

　その後は遊覧船に乗り、箱根神社と九頭龍神社にも参拝。九頭龍神社が縁結びの神さまって聞いて、一人ドキドキしてしまった。お叱りを受けそうな気がしちゃって。でも私にとっての最善の縁を授けてくださると信じて謙虚に手を合わせたのだけど。

　少し日が陰り始めた頃合い、最初に聞いていた仙石原に向かった。夕日を受けている様子を見せたいとのことだった。

「ふあ！」

　一面、背の高いススキで覆いつくされている。その中に一本道があり、まっすぐ歩いていく。人の背の高さくらいあるから、道を外れて遊んでいる人も中にはいるけど、迷い込んだらヤバいと思う。

「すごい。想像以上だった」

「そう？　昨日雨だったみたいだから足元気をつけて」

　言われて足元を見たらぬかるんでいる部分がある。一応、ローファーにしたから転ぶことはないだろうけど、うっかりしたら滑りそう。

「山崎さん」

　呼ばれて顔を上げたら、白石さんが手を差し出していることに気づいた。

「すみません、ありがとう」

　断るのもどうかと思い、厚意に甘えてこちらも手を伸ばす。触れるとしっかり掴まれ、心臓がドクンと跳ねた。そのままドクドクと脈打つ感じ。

　伝わったらどうしよう。恥ずかしい。

　そんなことを考えつつ最奥まで進む。行き止まりで先がないので引き返すのだけど、振り返ってまた驚いた。夕日を浴びた一面のススキが金銀に輝いている。

　太陽を背に行き止まりに向かって歩いていた行きと違い、帰りは夕日を受けて輝く中を進むのでより神秘的で優美だった。

「すごい……きれい」

「感動した？」

「はい」

　あんまりきれいで呆然と答えてしまっている私を、白石さんが見つめている。

「今日、誘ってくれてありがとうございました」

「そ。喜んでもらえてよかった。東京に戻って夕食にしよう」

「はい」

　ゆっくりと歩いて夕日と輝くススキの群生を堪能し、駐車場に戻った。

　帳が降りてゆく中を車が走る。山間を抜ければ景色は一気に夜景に変わった。

　夕食は東京ではなく、横浜中華街になった。そこで白石さんが辛いものが苦手だということを知った。理由もなく微笑ましく思ってしまったのだけど、なぜだか自分でもよくわからない。

　四川料理を避け、広東料理か上海料理かで散々迷い、結局広東料理のお店を選んだ。ここでも会社の話やスタッフのことで盛り上がり、すごく楽しくて帰るのがイヤだって思ってしまうくらい。それに白石さんってば、運ばれてきたお料理を取り分けてくれて、サービス受けてばっかりで申し訳ないのに、食事代も高速代も全部払ってくれるし。

　優しすぎて戸惑ってしまうけど、素直にうれしい。

　待ち合わせをしたコンビニで止めてくれ、そこで別れた。

　名残惜しい。もっと一緒にいたい。

　そう思いながら、車が走り去るのを見送る。

「はあ」

　一つ大きな息を吐き出し、家に向かって始める。

　すごく楽しかった。夢みたいな一日だった。

　そう思い、今日のデートがどういう位置付けになるのか改めて考えてみる。でないと明日、どんな顔をして出勤したらいいのかわからなくなってしまいそうだから。

　私たち、つきあっているんだよね？　それで正解だよね？

　確かに白石さんから、明確に「交際しよう」とか「つきあってください」とか「好きです」とかコクられたわけじゃない。でも「俺に乗り換えたら」とか「自然消滅でいいだろ」なんてのは、その気があるからだと思う。

　迷うことも疑うこともないはず。なにをグルグル考えているんだって思うのよ。だけど――なんかどうしても私の中で引っかかることがあるのだ。

　それは私が尻軽女だって思われているんじゃないかっていう不安。

　カレシがいるのに誘いに乗るのは身持ち悪くて尻軽だから、エッチも楽しむ軽いつきあいＯＫな女と思われ、遊び相手にされているんじゃないかと考えてしまうから。

　それを打ち砕く、決定的な言葉が欲しい。だけど、今日もなかった。確かに私は俊夫との関係を〝自然消滅〟という手で終わらせようとしていて、きちんと清算していない。

　……遊びの口車に乗せられただけ？

　うぅん、違う。白石さんはそんな人じゃない――と思う。あんなに親切で優しくて、気遣いができる人なんだから。

　でも……私の態度が不実であることに変わりはない。これは白石さんの人格は関係ない。私個人の問題だ。

　不実なことをやっている。

「やっぱり、白石さんにちゃんと聞いて確認しよう」

　力が入り、思わず口に出して言ってしまった。慌てて周囲を見たけど、幸い誰もいなくて助かった。

　ズバリ聞いて、本気だと言われたら私も腹をくくればいいし、挙動不審になったらこの関係をやめたらいい。

　そうよ、それがいいし、そうすべきよ。

　歩きながら気合を入れて部屋に戻れば、真っ先にお風呂に入って湯船に浸かってほっとした。上がって髪を乾かそうとドライヤー片手にベッドの上に座り込んで、あいている手でスマホを見たら――

「えっ」

　俊夫からの着信があった。それも三回。

「うそ」

　慌てて電話をかけようとして、はっと我に返る。

「なにやってるのよ、可南子。ここでかけちゃダメじゃない。俊夫とは自然消滅で終わらせるんだから」

　自分に言い聞かせるよう、わざと言葉にしてみる……けど、なんか落ち着かない。

　どうしよう――

　ホントにこのまま放置プレイでいいのかな？

　なにかとてつもなく悪い事が起きるような気がしてならないんだけど。

　どうしていいのかわからなくて、汗ばんだ手でずっとスマホを持っている。着信を示す画面。トップの画面に戻すこともできず、固まってしまって身動きができない。

　ああ、だけど！

　このままスマホを放り投げて見なかったことにしろ！　って言う私と、ダメだよちゃんと連絡しなよって言う私が頭の中でせめぎ合っている。

　いや、それ以上に、なんの用だったのかが気になる。

　…………そんなこともないか。エッチの誘いだろうことは考えなくてもわかる、はず。

「あ、そうだ」

　つぶやきつつ、改めて着信時間を確認した。

　昼過ぎに三回着信している。メッセージはない。電話して出ないからそこであきらめたのだろう。

　今まで会う時は、前日に私からメッセージを送っていて、昼過ぎに駅前で待ち合わせをしていた。昼前まで寝ていることは知っているし、私も日曜の朝、早起きなんてしないから。遊び相手が決まらないまま今朝になって、それで聞いてきたのだろうと思うけど……この時間だと遊覧船に乗っていた頃かな。

　景色がきれいだとか、風が心地いいとか、しゃべってたっけ。

　マナーモードにしていないのに気づかなかったってことは、私ってばよほど白石さんとのおしゃべりに夢中になっていたんだなぁ。

「だって、優しいもん」

　自分の言った言葉が耳から入って体内に広がってゆく。

　白石さんは優しい。さりげなく気遣ってくれる。

　車の中でも、暑くない？　寒くない？　って聞いてくれるし、食事の時もナイフやフォークを籠から取って手渡してくれるし、移動中もトイレは大丈夫かとか、喉は渇いていないかとか、細かく確認してくれる。

　週末だから俊夫から連絡あるかもしれないとか、最後に会ってからずいぶん経つけどどうしたのだろうとか、ぜんぜん浮かばなかった。気になるのは、ただただ白石さんが私のことをどう思っているのか、好かれているのかそうじゃないのか、そればっかり。

「そっか……私、白石さんのことが好きなんだ」

　またしてもこぼれ落ちた自分の言葉が心に沁みて広がって覆い尽くしていく。

　好き――ずいぶん前に感じなくなっていた感情が音を立てて迫ってくる感じがする。

「……う」

　手の甲にポタリと雫が落ちた。

「う、うぅ……」

　どうしてこんなに苦しいの？

　なぜ？

　わかってる。

　罪悪感。

　ちゃんと別れていないのに、白石さんに靡いて、いいとこ取りしようとしているから。

　ズルいことしてるから――










「本間さん、なんか今日は調子悪そうね。ケアレスミス連発してさ」

「言わないでください」

　三時になったのでちょっと一服とばかりに休憩コーナーにコーヒーを買いにいったら先客がいた。本間さんは設置されているテーブルの一つに向かい、頬杖をついて窓の外を見ていた。声をかけたらこの反応。昨日、よほどイヤな思いをしたみたいだ。

「昨日ですね、大学の友達と婚活パーティーに参加してきたんですよ」

「大学の？　鎌田さんとじゃなく？」

「日程が合わなかったので」

「それで？」

　本間さんが手にしているカップコーヒーをぐいっと飲み干し、肩を大きく上下に揺らして吐息をもらす。

「散々でした」

「散々？」

「売り込みたいからか一方的に自分の話しかしない人とか、結婚したら専業主婦になってほしいとか、コミュニケーション取れない人が多くて、なんだこれって思った上に」

　バン、と手に持っている紙コップをテーブルに置くや、ズイッと身を乗り出してきた。その迫力に思わず私のほうは同じ分だけ身を引いてしまった。

「いいなぁって思った男性は、どうやら開催側が用意したサクラみたいで、なんかもう参加費返してほしい！　って感じで大後悔です」

「……そう。それは残念だったね」

「ホントですよ」

「一度や二度であきらめずに、根気よく参加したらいいんじゃない？」

　私がそう言うと、本間さんはわざとらしいほどの大きなため息をついた。

「山崎さんはいいですよ、カレシがいるんだから」

　いや、それを言われるのは痛いのよ。やめてほしいんだけど……バレたくないから、その話はしないで、とは言えない。

「大学時代からつきあっているんでしょ？」

「ええ、まぁ」

「大学のいつからなんですか？」

「えーっと、ゼミで知り合ったから四年生かな」

「じゃあ、ゼミの勉強も一緒にやったりしたわけですか？」

「まぁ、そうかな」

　本間さんが「いいなぁ～」と体を大きく椅子の背にもたせかけて言うのがこちらとしてはいたたまれない。ただ黙って見ているだけだ。

「よく出かけたりするんですか？」

「……よく、はないよ。お互い仕事忙しいし」

「じゃあ、週末とか？」

「そうねぇ。毎週ってわけじゃないけど」

　あーん、この話題、つらい。なんとか他の話に変えられないかな。

「昨日はどちらか行かれたんですか？」

「え？　昨日？」

　心臓がドキンと脈打つ。昨日は白石さんと出かけたのよ。うん、それはとっても楽しかった。

「うぅん、出かけてないわよ」

「じゃあ、今週ですね！」

「や、まぁ……えーっと、わかんないけど」

　私がそう答えた時、後方でガタンと椅子が動く音がした。反射的に顔をそちらに向け、全身が凍ったようにヒヤリとする。

　一歩踏み出した男性は、ほかならぬ白石さんだったのだ。

「あ、白石さん、お疲れ様」

　無邪気な本間さんの声が遠くのほうで聞こえるような気がするほど、私の体は完全に固まっていた。

　聞かれていた。今の話を。

　カレシと会うだの会わないだのっていう話を。

　そんな――――

「お疲れ様」

　白石さんの声にはっと我に返った。そして見上げて目が合う。

「――――――」

　口がこわばって震えて声が出てこない。お疲れ様です、という言葉を発したいのに、まったく動かなかった。

　合った目は怒りをはらんでいるように思える。うぅん、思えるんじゃなく、間違いなく怒っているのよ。

　白石さんはかすかに会釈したような仕草をすると、すっと目をそらし、休憩コーナーから去っていった。

「カレシいる人も結婚してる人も羨ましいですよ」

「………………」

「山崎さん？」

「え、あ、そうかな」

「そうですよ」

「そっか、あの、私、もう戻るわ」

「あーー、私も戻りますっ。すっかり長居しちゃった。さぼってるって怒られちゃう」

　本間さんと一緒に自席に戻り、仕事を再開したけど……

　あれ、絶対誤解したよね？

　白石さんのお誘いに応じていい顔しながら、まだカレシと繋がっているって思われたよね？

　どうしよう……

　頭の中、まったく定まらない。おかげで入力ミスを連発して何度も見直したりやり直したり……ぜんぜんダメダメな夕方になってしまった。

　残業して取り戻そうかと思ったものの、今日はどれだけやってもダメだと考え直した。早く家に帰って大泣きして、体の中にある黒い澱を全部出してすっきりしたほうがいい。

　うぅん、そうじゃない。

　俊夫とちゃんと別れるために話をすべきなんだ。

　頭の中、グルグルしている。

　体中から変な汗が湧き出てくるのを感じながら、ただひたすらパソコンに向かっていた。

　終業を知らせるメロディが鳴っている。

　そのメロディを認識したら急いで片づけをし、逃げるように席を立って化粧直しもせずにビルを出た。

　どうやって家にたどり着いたのかさっぱり覚えていない。

　誤解され、嫌われたと思うと、怖くて居ても立ってもいられない。手や足が震える。呼吸がうまくできなくて、ヘンな声が出そうだったからずっとハンカチで口を押さえていた。

　マンションが見えてきたので速足で歩き、エントランスに駆け込んだ勢いのままエレベーターに乗って部屋に向かう。玄関の鍵を開けて中に入れば、もう嗚咽を我慢することができなかった。

　ベッドにダイブして枕に顔を押しつけて不安のままに泣いた。

　苦しくて、息ができない。

　自業自得とわかっているのに、いらないことをいつまでも聞いてきて一人騒いでいた本間さんに怒りの感情をいだいてしまう自分を止められない。どうしてよりにもよってあんな場所、会話が聞こえる距離に白石さんがいたのかも腹立たしい。世界中のすべてが私を陥れるために諮ったんじゃないかって思ってしまう。

　自分が悪いのに――

　間が悪かっただけなのに――

　一番聞かれたくない人に、一番聞かれたくない話を聞かれてしまった。

　どうしてカレシとはうまくいっていないのよって言わなかったの！

　どうして別れたも同然の状態なのって素直に言わなかったの！

　つまんない見栄張って、好きな人に騙したって思われるようなことをしてしまうなんて。

　昨夜、白石さんが好きだって思って、自分のズルさを反省したばっかりだったのに。

　自分がバカすぎて、言葉もない。

　そうよ、バカすぎる。自分勝手すぎる。

　セフレであっても細くつながっている関係と、はっきりしなくてどう思われているのかわからないけど誘ってくれる人、この二つを同時に失うことが怖くて曖昧にして、優柔不断な態度と思考を取っていたのは私自身。

　自分を大事に思うあまりの愚かな行動に天罰が下ったんだ。

　白石さんに本当の気持ちを確認する勇気もないくせに、ちゃんと言葉で告白してくれたらいいのになんて身勝手なことを考えていた。

　さっさと俊夫と別れてしまえば、不実なことだと罪悪感なんていだくことなく堂々と交際できるのに、それもしなかった。

　白石さんはきっと怒ってる。ちゃんと謝りたい。でもそれには、俊夫との関係を清算してからじゃないと顔向けできない。

　勇気を出せ。その結果、どちらも失うことになってもいいじゃない。今度こそ、誠実に行動するんだ。

「頑張れ、可南子」

　身を起こして、言葉に出して自分自身を励ます。声を聞けば少しは気持ちも強くなるから。

「俊夫と別れて白石さんに好きだって言うのよ」

　気合を入れ、スマートフォンをカバンから取り出した。メッセージアプリを立ち上げて、昨日電話を取れなかったことを謝り、話したいことがあるから会えないかと尋ねる文を打ち込む。それを何度も何度も読み返した。

「うーん」

　自然と声がもれる。

　これでいい、そう思うのだけど、もう一回読んでから、と思ってまた読み直したら修正したくなって文章をいじり、また読み返すというのを何度も繰り返してしまう。

　もう何回この短い文面を読んだだろう。

「いい加減にしろ、私！」

　えいやっ、じゃないけど、息を止めて送信をタップした。

　ピロロンと音を立ててメッセージが送られ、画面に表示される。それを食い入るように見つめていたけど、既読の文字は一向につかない。

　昂る気持ちは次第に落ち着いていき、今夜はもういいか、とそんな気持ちになった。

　私だけが一人焦って騒いでいるだけで、世界はクールなんだ。

　はあ、と大きく深呼吸し、お風呂に入ろうとしたらスマホが音を発した。

「あ」

　俊夫からの返事が着信している。

『話ってなに？』

『ちょっと説明しにくいから、会って話したいんだけど。どっかで夕ご飯しない？』

『なら水曜で』

　水曜……あ、ノー残業デーかな。

『じゃあ、水曜日、六時に新宿は？　区役所の前で待ち合わせとか』

『了解』

　やり取りはそれで終わった。

　動かなくなったスマホをぼんやり見ていてふと気がついた。俊夫からスタンプが送られてきたことってなかったなって。

















第四章　恋は本物












　俊夫と会う約束をした翌日の火曜日は落ち着かなかった。白石さんの顔を見るのが怖くて、彼の席のほうに顔を向けないようにしていた。やはり怒っているのか、彼からスタンプが送られてくることもなく、時間が過ぎていき、今日の水曜日を迎えた。

　今さらだけど、もう遅いのかもしれない。

　白石さんには失望されてしまったと思う。男女の関係になり、休日も遊びにいったのにカレシと別れる気がないのかって。そう責められても仕方がない。いくら本間さんに問われ、本当のことが言えずにかっこつけてしまっただけでも、そう説明したって信じてもらえるとは思えないもの。

　私が逆の立場だったら絶対不信感をいだいて信じようとしないだろう。

　だけど、それでも、俊夫と別れたら自分の気持ちを伝えようと思う。誤解も解けるように努力したい。それが誠意だと思うし、頑張ってできるだけのことをやっても信じてもらえなければそれまでの関係だったのだとあきらめられるし。

　午前中は普通だったけど、午後になり、時間が進むほどに緊張してきた。

　終業を知らせるメロディが鳴り、片づけをして立ち上がった。みんなに挨拶をして席を離れる。その際、ちらりと白石さんを流し見したけど、彼はこちらを向いていなくて、会釈もなにもできなかった。

　やっぱり怒っているのよね。仕方ないよね。

　急に鼻の奥がツンとなった。痛いと思った瞬間、目の前が滲んでくる。

　ダメだ、まだなにも始まっていないのに、弱気になってどうする、可南子、しっかりしろ。

　それに俊夫の件はすぐに終わる。別れようと言えば「ああ、そうか、わかったよ」って言うに決まってる。彼は確かに押しに弱いけど、かっこつけたがるから、女から別れを切り出されたらイヤだなんて言わないだろう。しかもセフレ格下げの女に未練なんかないだろうし、これ幸いと大手振って浮気をしているだろう相手のもとに走るだろう。

　トイレに行って化粧直しをして、自分に気合を入れる。

　大丈夫、あっという間に終わるから。

　ビルを出て地下鉄に向かい、新宿へ。ドキドキする心臓の音を聞きながら、スマホに視線を落とす。動物の動画を再生して、少しでも気がまぎれるようにする。

　引っ越ししようかな、と動画を見ながらふと思った。

　今住んでいるマンションはペット不可だから飼えないけど、引っ越しして猫でも飼おうかなぁ。そうしたら白石さんとの関係が修復できなくても寂しくないだろうし。

　ずっと同棲に憧れていたけど、男じゃなく動物とするのもいいかもね。

　電車が新宿三丁目駅に到着した。降りて改札を出て地上に続く階段をのぼるほどに緊張が強くなってくる。

　ああ、ちゃんと言えるだろか、私。

　区役所に向かうとまだ俊夫は来ていなかった。スマホを確認してもメッセージも電話の着信もない。時計を見れば待ち合わせ時間の二十分前で、それを理解した瞬間体中から力が抜けた。

　私ってばよほど緊張していたんだ。自覚はしていたけど、まさか時間を確認せず、まっすぐ来ちゃうなんて。

　ここでぼーっと待っているのもなぁと思いつつ周囲を見渡す。それから地図アプリを見て気づいた。目と鼻の先に花園神社があることに。

「そうだ、参拝してこよう」

　つい独り言を言い、歩き出す。ここは神頼みしかないだろう。

　目の前の道を進めば新宿ゴールデン街で、その向こうに花園神社はある。往復したって一〇分もかかるまい。

　まだそれほど賑わっていない新宿ゴールデン街を通り抜け、花園神社で参拝し、今日がうまくいくようにお祈りする。それからまた区役所に戻ってきた。

「あ」

「よお」

　スーツ姿の俊夫が立っていた。

「なんだよ、ジロジロと」

「え……あ、そういえばスーツ姿ってあんまり見たことないなって思って」

「平日に会うことないからなぁ」

「そうだね」

「で、どこ行くんだ？　俺、腹減ってるから、なんか食いながらがいいなぁ」

　そう言われてくっと息が詰まった。そうだ、話すことばかり考えて、どこで話すか店のことはまったく考えてなかった。

「あんまり聞かれたくない話だから、にぎやかすぎる店でなければどこでもいいけど……」

「そ。このへん飯屋ばっかりだからどこでもいいだろ？」

「うん」

　俊夫は「じゃあ」と言いながら道沿いにある洋食系の店に入った。ホントにどこでもよくて今いる場所から近いところって感じ。

　席に着き、メニューを手に取って注文する。私はとても食べられそうにないのでアイスコーヒーを頼んだ。

「食わないの？」

「うん、あんまり食欲がないから」

「そういえばこの前も電話に出なかったし、どっか悪いのか？」

「そんなことはないんだけど……えっと」

　じっと見られて返事に窮する。どうしたらいいんだろう。

　あ、いや、大丈夫。俊夫は人の目もけっこう気にするから、激高して怒鳴り散らすようなことはしない。

　落ち着け落ち着け。

　それにある程度食べ終わってからにしよう。じゃないと、お互い話に集中できないだろうし。

　間もなく注文したものが運ばれてきた。トンカツのセットと私の頼んだアイスコーヒー。ミルクとガムシロップを入れてかき混ぜながら俊夫の様子を窺う。いつもとなんら変わることのない態度。トンカツにソースをかけ、湯気の立つ白米の上に載せてから口に運ぶ。

　サクッという音が私にまで聞こえてきた。

「俊夫はどうなの？　忙しかった？」

「いや」

　モグモグしながらそう答える。飲み込むと返事を続けた。

「そんなに。けど、新しい部長がけっこう鬱陶しいオッサンでうんざりしてるかな」

「そう」

　眺めるばかりであまりうまく会話を続けられない。それでもトンカツセットは見る見る消化されてゆく。もう少しで食べ終わるかなって感じになった。

　頑張れ、可南子。

「で、話ってなんだよ」

「…………」

　話そうとした矢先に言われてぐうと詰まる。

　いやいやいや、固まってる場合じゃない！

「えっとね、話ってのは私たちのことなの」

「俺たちのこと？」

　俊夫は最後のトンカツを口にいれながら反復した。それに向け、うん、とうなずく。

「結婚したいとか？」

　えっ!?

「違う、真逆！」

「…………」

「えっと、俊夫、浮気してるでしょ」

　瞬間、俊夫の目元が鋭くなった。ドキンと心臓が跳ねるけど、ここは我慢。

「咎めてるんじゃない。けど、もう潮時だと思ってる。俊夫が他の女性がいいって思ってるんだったら、もう私たちの関係はここまでにしたいと思って」

「なんで？」

　なんでって……なんで、それは私が聞きたい。

「だってもう私のこと好きじゃなくなったんでしょ？」

「そんなことはないけど」

「――え」

「そりゃあ大学時代と同じってわけはないけどさ。別れる必要どこにあるわけ？」

「…………」

「浮気ってか、会社の子と飲みにいったりはするけど、それって浮気なわけ？」

「飲みにいくだけ？」

　問うと俊夫は答えず笑った。

「笑ってごまかしてもダメよ。しっかり浮気してるじゃない」

「ノリでってのはあるけど、二股じゃないと思うけど」

「そんなのなんの言い訳にもならない。だったら私のほうから言う。この関係に嫌気がさしてるの。週末にホテル行くだけの関係はごめんだから。別れたい」

「イヤだね」

「え」

　イヤって――そんな。

「俺からしたら別れる理由ねーもん。別に顔合わせるたびにケンカするわけでもないし」

「でもするだけの関係なんて意味ないわよ」

「俺には大いに意味はあるけど」

「一緒にいてもつまんない。私――会社に気になる人がいるの」

「コクられた？」

　すかさず聞かれたけど、俊夫の顔、口元が歪んだのは見逃さなかった。

「うぅん、けど、誘われて二人で飲みにいったりしたわ」

「…………」

「たぶん私のほうが好きになってる。だから身ぎれいにしてコクりたい」

「錯覚だよ」

　へ？　今、錯覚って言った？　錯覚？　錯覚ってなに？

「ちょっと誘われて有頂天になってるだけで、そいつに惚れてるわけじゃないだろ」

　そんな――

「気のせいだって」

「そんなことない」

「じゃあ、お前が好きだって熱烈に迫られたのかよ？　つきあってくれとか、結婚前提とか具体的なことを言われたか？」

　それは……ない、けど……

「ほらみろよ。男なんて目の前の餌を食うためには嘘くらいつくっての。あーー、別に男と限らないか、女だってワルいヤツいっぱいいるしな。そいつもお前が靡きそうだから手を出しただけで、本気じゃないと思うぞ」

　だって……

「大学から俺とつきあってて、カレシ持ちで他のヤツから口説かれたことないから舞い上がってるだけだって。それにお前、俺がいないとなにもできないじゃないか」

「そんなことないわよ」

「あるよ。なんだかんだ言っても、結局最後は俺の言うこと聞いてるだろ。それがいいんだよ」

「けどっ、私はもう今の関係はいいのよ。いつかわからない突然の連絡で会う日決めて、ドライブがてらちょっと遠めのホテルに行って、ヤって終わりって関係、もうイヤなの。だからもうこれっきりにしてほしい。俊夫もいるんでしょ？　別に女の子が。だったらいったんニュートラルになってもいいじゃない」

「俺は別れる気はないな。そんな必要ないし。一人勝手に別れられるもんじゃないからな」

　そうなの？　じゃあ、別れたい私はどうすればいいの？

　このままずっと俊夫が別れる気になるまで待たないといけないの？

「つまんねぇこと考えずに、俺の言うこと聞いてりゃいいんだよ」

　そんなことないはず。でも……どうしたらいいの？

　全身がひんやりする感じで、頭の中が真っ白になってなにも考えられない。どうしたらいいのだろう。誰かに相談できたら――あ、そうだ。

　白石さんの顔が脳裏に浮かんだ。彼にアドバイスを――

　ダメだ。私は彼を失望させ、怒らせてしまったのに、自分に都合よく助けてもらおうなんて身勝手すぎる。

「可南子、聞いてるのか？」

「……えと、その」

「もういいから、次行こう」

　次？　もしかして、ホテル？　この状態で？

　手が震える。でも今の俊夫を言いくるめることなんて、とてもできない。

「あの、トイレに行ってくる」

　返事も聞かずに立ち上がった。カバンを掴んで逃げるようにトイレに向かい、個室のドアを閉める。便器に座ったらカバンからスマホを取り出した。

　電話……迷惑かな。迷惑よね？　だったらメッセージ？　でもメッセージだったらすぐに返事はないかもしれない。

　どうしよう。

　スマホを持つ手が震えているのが自分でもよくわかるのに止まらない。

　だけどこのままここにいることもできない。嫌われても仕方がない。藁をもすがる気持ちで電話帳を展開した。

　白石さんを選んで電話をかける。コール音より心臓の鼓動のほうが大きくてなにがなんだかわからない。

『はい、白石ですが』

「あ――白石さん、あのっ、あのっ」

『山崎さん？　どうかした？』

「あの、ごめんなさい。私、謝らないといけないのに電話してしまって。でも、助けて……じゃない、アドバイスしてほしくてっ」

『慌てずに説明してくれる？　なにをアドバイスしてほしいんだ？』

「今、カレシと会っていて、別れようと思って、でも、ダメって言うから、どうしていいのかわからなくて」

　頑張って話すと、急に電話が沈黙した。その静寂がますます頭から思考を奪ってしまって言葉が出てこなくなった。

「ごめんなさい、ごめんなさいっ」

『謝らなくていい。カレシに別れる意志を伝えたのに、反対されたわけだね？』

「――はい」

『今も一緒なのか？』

「はい。トイレからかけていて……なにを言っても聞いてくれないからっ、えっと」

『状況はわかった。今どこにいるんだ？』

「新宿です」

『新宿のどこ？』

「区役所の傍の洋食の店」

『わかった。すぐにそこに行くんで、店から出ないようになにか言って引っ張っていて』

　えっ!?　ここに来てくれるの？

『今、会社――渋谷にいるから、二〇分もかからない。わかった？』

「はい。待ってます」

『不意打ち食らわせたいから、俺が行くのは悟られないように』

「わかりました」

　白石さんが来てくれる。そう思っただけで体から力が抜け、真っ白だった頭も少し冷静さが戻った感じ。

　だけど鼻の奥のほうがツンとなって痛い。

　個室から出て手を洗えば、水の冷たさが我に返らせてくれる。私、なにを混乱していたんだろう。どうしてあんなにわけがわからなくなってしまったんだろう。

　席に戻れば、俊夫はスマホを見ていた。

「出るか」

「……もうちょっと待って。水飲んで落ち着きたい」

「ここで落ち着く必要ないだろ？　目と鼻の先にホテルいっぱいあるんだから、そこでゆっくりすりゃあいいんじゃね？」

「今日はダメよ」

「なんで？」

「ダメな日だからよ」

　それをどう取ったのか。俊夫はなにも言わなくなった。

　二〇分くらい時間を稼がないと。

　渋谷から新宿三丁目だから副都心線で五分かその程度だったはず。あとは会社から駅、駅からここまでの距離くらいだから、白石さんが言うように二〇分はかからないだろう。

　だけどもう会話がなくて辛いし、水ばかり飲んでるわけにもいかないし。

「俺、帰るわ」

「え？　あ、まぁ、あんたのことだからそう言うだろうけど」

「話も終わって今日はムリなら仕方ないだろ？　いつまでここにいるんだよ」

　つきあってる人と一緒なら、映画観るとかショッピングするとか、新宿だったら二軒目飲みにいくとか、一緒にいたければ行く場所なんていくらでもあるのに。

　ここでもまた惨めな気持ちが湧いてきて視界がじんわり滲んできた。だって、耐えられないくらい惨めなんだもの。

　白石さんが来てくれる。でもそれは私が助けを求めたからで、私が与えてしまった失望や怒りをなかったことにするものではない。

「もういいだろ。次、デキる時にゆっくりつきあってやるから」

　そんなのイヤに決まってる――って言おうとしたら、俊夫がぽかんとした顔で別の場所を見ていることに気がついた。

　あ、と思う間もなく、私の横に人が座って、顔を見て白石さんだと認識する。

　来てくれた！

　彼を理解した瞬間、私の中からなにかが消えた。ただ茫然と座っているだけになった。

「あんた、誰？」

「彼女の職場に常駐している取引会社の者なんだけど、君が山崎さんのカレシだよね」

「……まぁ」

「ちょっと話、いいかな」

　俊夫は眉間に深いしわを刻み、怖い目で白石さんを睨んでいる。白石さんをこんな目に遭わせていることに申し訳なさから胸が痛い。

　だけどその申し訳なさと同じくらい俊夫に対して怒りを覚えた。だって「君が山崎さんのカレシだよね」って白石さんが尋ねたあとのわずかな沈黙、あり得ないもの。それが俊夫の本心なんだと痛切に理解させられたから。

「彼女のこと、以前みたいに好きってわけじゃないんだろ？　だったらさっさと別れろよ」

「あんたに言われる筋合いはねぇよ」

「いい男ってのは離れていく女を追いかけないもんだ」

「――――――」

「それがイキってもんだと思うが、どうだ？　君が自分をデキるいい男だと思っているなら、未練がましく女の優しさや体にしがみつくもんじゃないってことくらいわかっているはずだ。それがわからないなら、惨めなだけのクソ男ってことだ。そういう男はたいていビジネスでも無能で、会社じゃ邪魔者だ」

　俊夫が怒り出すんじゃないかと怖かったけど、とてもそんな雰囲気ではなかった。

　テーブルに左腕を置き、やや私のほうに体を向けながら身を乗り出す感じで斜に構えている白石さんに対し、俊夫のほうは身を引いて椅子に深く腰をかけている。白石さんの迫力に気圧されて逃げようとしている風に見える。例えるなら、追い詰める猫と逃げ場を失って怯えるネズミみたい。この様子に、二人の力関係が伝わってくる感じだ。

　本物のネズミだったら可哀相で見ていられないけど、目の前にいるのは俊夫だから当然そんなことは思わない。ただ、どうなるのか不安ばかりだ。だって、窮鼠猫を噛むって言葉もあるから。

　とはいえ、白石さんの目つきは鋭くて凄みがあって、俊夫は完全に呑まれている感じだ。

「だけど俺はけっして君を見下したりはしていない。話のわかる男だと思っている」

　その言葉に俊夫が驚いたように目を見開いた。私も驚いたけど――

「彼女が惚れて今までずっとつきあってきたんだから、悪い奴でもバカでもなく、つきあうだけの価値のある男なんだと思っている。だからこそ、ここで彼女の気持ちをかなえてやってほしいし、そうすべきだろう」

「そのあと、あんたがおいしい思いをするためにか？」

「そう言われたら、そうかな、としか言えないけどね」

「認めるのかよ」

「ああ。君から略奪する気でここまで来たからな」

　りゃ、略奪！

　その言葉に、ただでさえハラハラして強く鼓動を打っていたけど、違う意味で速く強くなった。

「彼女が好きなのは間違いないからそれは認めるし、交際中なのを知って誘ったのも事実だ。人のカノジョを誘惑したと責めたいなら好きなだけ非難すればいい。だけど、今の君から奪うことに、遠慮も躊躇も後悔もない。俺と奪い合うほど彼女が好きならどうぞ真っ向立ち向かってくれ。立場は君のほうが有利だ。だけど現実は俺のほうがリードしているから、君に勝ち目はないと思うけどね」

　俊夫がなにか言うつもりなのか、少し前のめりになった。けど、白石さんがさらに続ける。

「かっこよく退場するお膳立てをしてやっている。わかってるだろ？　それとも惨めに振られて逃げだすか？」

「――――――」

　今の言葉がトドメになったのか、俊夫がガタリと音を立てて立ち上がった。そして白石さんの横を通り過ぎようとする。

「最後にコーヒーくらいご馳走してやれよ」

　白石さんが清算書を手に持って差し出すと、俊夫はそれをひったくるように奪って歩いていった。

　私は俊夫がレジに行き、清算して店を出て完全に姿が消えるまで、視線を逸らせることができずに硬直していた。

「山崎さん」

「…………」

「山崎さん、終わったよ」

　言われて、我に返って――

「……う……うぅ」

　目の前が急に滲んでピントが合わなくなった。

「怖かったよね。だけど、もう大丈夫だから安心していいよ」

「うう……ごめ……さい」

「謝ることないから。よく電話してきてくれたよ。じゃないと、きっとあいつの呪縛に囚われてしまって逃れられなくなっていただろうから」

　呪縛……

　ふいに左の頬に温かさを感じた。白石さんの大きな手が頬に触れていて、とてもあったかい。

　私……この人が好きだ。

　前からこの気持ちに気づいているけど、今、すごく強くそう思う。俊夫から救ってくれた今だから思うわけじゃない。小さな気遣いができて、思いやりがあって、穏やかで。そこがたまらなく素敵で、強く惹かれる。

「店、変えようか」

「……はい」

　清算はもう終わっているのでそのまま店を出た。どこをどう歩いたかまったく覚えていない。気づいたらホテルの一室にいた。

「カレシから奪ってホテルに連れ込んでたら世話がないけど、でも人のいるところはイヤだろ？」

「……すみません」

「謝ることなんて一つもないよ。これ、飲んで」

　途中の自販機で買ったカフェオレを渡されて口にすると、少し甘くて、ほっとする。

　ソファに座る私の隣に白石さんも腰を下ろし、ウーロン茶を飲んでいる。

「俺には山崎さんと同い年の妹がいて、奏子かなこっていうんだ。山崎さんとは字が違って、奏でるに子、なんだけど」

　なんの話？

「それから俺の名前は、カナト、っていう」

　それは覚えてる。以前、戸籍謄本を見せてもらった時、『要人』とあったから。あ、そういえば、妹の欄に『奏子』と書かれていた気がする。

「カナトとカナコ、親が似た名前にしたわけだけど、ここの職場に来て、字は違うけど妹と同い年の同じ名前の人と出会った。俺の名前とも響きが似ているから勝手に親近感いだいていたんだ。それに第一印象が妹に似てたんで、あいつも職場でこんな感じなのかなって思ってさ。で、けっこう目で追っていたら、だんだん妹とはぜんぜん違うって思うようになった。妹はイヤなことを言われたらすぐに顔に出るタイプだけど、山崎さんは周囲からなにを言われてもうまくかわしてにこにこしている。気遣いができて優しい女性だということに気づいたら、しっかり惚れちゃってね」

「――――え？」

「こう言えば、すごいシスコンみたいに聞こえるかもしれないけど、人を好きになるきっかけってけっこう小さなことかもしれない。でもカレシがいるってことだったし、常駐期間が過ぎたらもう会う機会もなくなるだろうし、それでいいと思っていたんだ。ここでの仕事が終われば、忘れようって。それなのに、そのカレシとうまくいってないってわかってさ。気が変わったんだ。奪ってやろうってね」

「私……カレシがいるのに誘ってくるって、尻軽女と思われているんじゃないかって悩みました。俊夫――彼が浮気をしているのを感じていたし、私もちょっとくらいならいいんじゃないかって思って……悩めば悩むほど、彼から気持ちが離れていることがわかるし、でも白石さんの本心もわからなくて……でも、誘われて、すごくうれしかった。いつの間にか好きになっていて、それに気づいて、だけど――」

　ぐわっと涙が押し寄せてきて、溢れ出した。慌ててハンカチを取り出したけど、間に合わなくてあっちこっちに雫が落ちて弾けている。

「本間さんに関係を尋ねられても本当のことが言えなくて、それを白石さんに聞かれて、どうしようって」

「だから別れるために彼に会ったわけだ」

　うんうん、と何度もうなずいた。白石さんは私の肩に腕を回して、ぐっと引き寄せた。触れる場所が温かい。

「悪かった。自分的には伝わっていると思っていたから、まだつながっているんだと思ってショックだったのは本当だ。でも、もっとストレートな言葉でわかりやすく言うべきだった」

　もう片方の手で私の左手を取ったかと思えば、甲にちゅっとキスをしたので跳びあがって驚いた。こんなキス、されたことがないから。

　慌てている私を見て白石さんがふっと優しく微笑む。

「好きだ。だからつきあってほしい」

「……白石さん」

「要人と呼んでほしいな。あいつは下の名前で呼び捨てだろ？」

「要人……」

「うん、うれしい。俺も今から可南子って呼ぶから」

　確かに、うれしい。

「本当にごめんなさい。本間さんの質問に、ちゃんと答えればよかったのに、傷つけてしまいましたよね。乗り換えればいいって言ってくれたのに、私、あの時はなぜか、ちゃんとキャッチできなくて」

「誰だって弱音はなかなか吐きたくないし、かっこ悪い思いなんてしたくないんだから気にしなくていい」

「でも……」

「自分がうまくいっていないこと、わざわざ人に話す必要なんかないよ。本間さんは会社の同僚かもしれないけど、可南子にとっては単に親しいだけで、なにもかも話してしまっていい関係じゃないだろ。不要なことを知られないためにうまくごまかすことは単なる処世術だ」

　優しい言葉に泣きながら必死で、うんうん、とうなずけば、白石さんは私の頭をゆっくりとなでてくれた。

　それから頬にキスをされ、瞼にされ、唇に。

　互いに求めて、触れ合わせる。最初は優しくタッチして、そこから唇の形が崩れるくらい強く重ねる。

「……ふ」

　瞼を閉じたまま彼の首に両腕を回して縋りつくように身を預ける。戸惑いもためらいもなく委ねられる喜びに言葉もない。

　それからのことはもう夢の中の出来事のようで、二度目の関係なのに舞い上がってしまっていた。

　全身を愛撫され、熱に包まれて絶頂を越えると、たまらない安堵感に満たされた。

　私はもう、新しい恋に落ち、その恋を追いかけてゆける。心置きなく白石さん――要人さんを好きになれる。

　寂しいのがイヤだというだけで、とっくに終わっていた恋を自覚しながらも目を逸らして逃げていた。勇気がなかったばっかりに。

　この人が私をあるべき場所、あるべき姿に導いてくれた。

「可南子」

「あ、はい。え？」

　要人さんは私の右手を取り上げると、薬指に銀色の指輪を通した。

「これ？」

「俺の偽装指輪。けっこう長く使っていて愛着あるんだ。左手用に用意するまでの間、これをしていてくれる？」

「いいんですか？　明日から、みんなどうしたの!?　って騒がれますよ？」

　要人さんが穏やかなムードでくつくつと笑う。

「実は今月いっぱいで常駐を終えることになったんだ」

「え！　本当っ!?」

「今日、急に決まったんだけどね。明日の朝、発表されるよ。だからあと一週間ほどだから気にすることはない」

　そうなんだ……もう会社に来ないんだ。

「寂しい？」

「もちろんです」

「けど、会社の人の目を気にせず交際できるけど」

　あっ。

「それはうれしい。でも……毎日顔が見られないのはやっぱり寂しいです」

　そう素直に答えたら、要人さんがまたくつくつと笑った。

「同じ職場で働いていたら、一緒に出勤すればいくら他社の人間だって関係を怪しまれると思うんだ。だけど会社も職場も違えばそんなリスクはまったくなくなる」

　？　どういう意味？

　ん？　一緒に出勤って……まさか。

「正式に交際することになったんだから一緒に住みたいと思ってる。気が早いかな？」

「――――」

「可南子？　どうかした？」

「私……」

「うん？」

「同棲って憧れがあって――うれしい」

　前のカレシは絶対顔を縦に振らなかったから。

　そう思うと、また鼻の奥が痛くなり、視界がぼわっと滲んで揺れる。

「可南子って泣き虫なんだな」

「だって……」

「喜んでくれてうれしいよ」

　ちゅっとおでこにキスされて、要人さんの優しさが沁み込んでくる気がする。

「よろしくお願いします」

「こちらこそ」

　今度のキスは、唇に。
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エピローグ












「白石さんが来なくなって職場が色褪せて見えます」

「ホント、本間さんって大げさなんだから」

　本間さんと鎌田さんが話しているのをハラハラしながら聞いている私。

　月が変わって十一月。今年一月半ばから常駐していた要人さんは十月いっぱいで終わりとなり、今月からは電話対応になった。とはいえ、電話をかけても要人さんが出るとは限らないのだけど。

「でもさ、挨拶の時、『実は結婚していなくて、独身なんです』って言った時は驚いたよね」

「そうですよね！　でもそのあとに、しっかり『カノジョはいるんですけど』って付け加えられてガクッとさせて。あぁいうのを、蛇足、って言うんですよね」

「そうかなぁ。それは違うと思うけど」

「違いませんって。あれは蛇足ですっ」

　本間さんってホント、面白い。






『今日までお世話になりました。大きなトラブルもなくこれたことは本当によかったです。今後は電話での対応になりますが、サポートは万全なので安心してください。僕は常駐先から引き上げる時の挨拶で必ず言うことがあります。それは実は結婚していなくて、独身なんです。これを言ってみなさんが驚くのを見るのを楽しみにしています。なぜなら、本当に無事にこの時を迎えられたと実感できるからです。でも、カノジョはいるんですけど。これは今回初めて言う言葉です』






　そう言ってたくさん拍手を浴びていた。

　その〝カノジョ〟が私であることは、まだみんなには内緒だけど。

「カノジョって会社の人かなぁ」

「少なくても本間さんではないわよ」

「わかってますって！」

　この二人、漫才師みたいだ。

　本間さんと鎌田さんには話してもいいかな、という気持ちはあるものの、きっとあっという間に広まっちゃうと思うんだよね。それは望むところではない。だけど――

　就業後に飲みにいったあの日、あの場に珍しく白石さんがいたのは私が参加するからだったこと、あわよくば二軒目に誘って成功すれば口説こうと思ってのことだったというのを、本間さんに話したらなんて顔をするだろう。

「あ～あ、ホントにいろいろ残念。山崎さんはカレシがいるから白石さん独身事件にも興味ないでしょうけど」

　まだ言ってるよ、この子。でも……ふふ、もう傷つかないんだから。

「なによ、その〝独身事件〟って。事件なんてたいそうなことじゃないじゃない。それに私だって興味あるわよ」

「大事件じゃないですか。独身だとわかっていたらアプローチしたのにぃ」

「いや、カノジョがいるって言うんだから本間さんがアプローチしてもムリでしょ」

　これは鎌田さん。その通りよ。

「えーーー、一ミリくらいは可能性あったかもしれないじゃないですか」

「ないない」

　この二人に、要人さんのカノジョが私だと言ったらどれだけいろいろ責められるだろうか。だけど、もうちょっと経って、要人さんのいないオフィスが普通になった頃に伝えたいと思う。

　右手の薬指にあるシルバーリングを左手でいじりながら、前カレからかっこよく略奪してくれた愛しい人の顔を思い浮かべた。

　それからもう一つ。花園神社にお礼を言いに行かなきゃって。神様が私に勇気と幸せを与えてくださったのだから。
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